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国
指
定
名
勝 

上
花
輪
歴
史
館
に
つ
い
て

高
梨 

節
子 

上花輪歴史館　書院

千
葉
県
野
田
市
上
花
輪
、
旧
上
花
輪
村
に
歴
史
博
物
館
と
し
て
平

成
６
年
４
月
高
梨
本
家
に
よ
り
開
館
さ
れ
ま
し
た
。
公
開
展
示
さ
れ
て

い
る
文
物
は
家
業
と
し
て
の
醤
油
醸
造
業
の
諸
道
具
や
販
売
関
係
資

料
、ま
た
徳
川
時
代
に
は
村
の
名
主
と
し
て
幕
府
と
村
民
の
間
に
立
ち
、

村
の
経
営
を
し
て
い
た
所
か
ら
生
ま
れ
た
文
物
で
す
。
中
で
も
最
大
の

展
示
物
は
住
宅
建
築
で
す
。
建
築
構
造
と
生
活
状
態
を
同
時
に
説
明
す

る
た
め
に
使
用
さ
れ
た
家
具
調
度
品
を
置
い
て
い
ま
す
。
そ
し
て
部
屋

か
ら
見
え
る
庭
は
当
然
、
建
物
と
暮
ら
し
の
密
接
な
関
係
と
、
そ
し
て

長
い
間
の
生
活
か
ら
生
ま
れ
育
っ
た
も
の
で
初
め
か
ら
公
開
す
る
た
め

の
公
園
と
は
違
っ
て
い
ま
す
。
生
活
諸
雑
貨
は
江
戸
期
か
ら
昭
和
の
戦

前
ま
で
の
も
の
が
置
か
れ
て
い
ま
す
。
庭
園
に
興
味
の
あ
る
方
は
展
示

棟
で
展
示
さ
れ
て
い
る
2
枚
の
屋
敷
絵
図
か
ら
住
宅
と
共
に
移
り
変
る

庭
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
は
文
政
10
年
（
１
８
２
７
）
と
大

正
７
年
（
１
９
１
８
）
の
絵
図
で
す
。
文
政
３
年
に
は
当
時
有
名
な
漢

方
医
者
で
狩
野
素
川
と
極
く
親
し
か
っ
た
二
宮
桃
亭
の
古
希
祝
賀
会
が

書
院
で
催
さ
れ
て
お
り
、
江
戸
か
ら
戯
作
者
や
文
人
画
家
が
集
い
、
黒

松
や
鶴
を
詠
っ
た
短
冊
や
色
紙
が
残
り
、
貼
り
交
ぜ
屏
風
と
な
っ
て
い

ま
す
。
当
時
、
す
で
に
庭
と
し
て
書
院
前
庭
が
で
き
て
い
た
状
態
が
分

か
り
ま
す
。
し
か
し
庭
の
意
識
は
書
院
前
庭
だ
け
で
長
屋
門
の
先
に
あ

る
下
見
板
張
り
門
塀
と
３
段
の
石
積
み
、
そ
の
上
の
植
栽
で
庭
が
区
切

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
他
は
醤
油
醸
造
作
業
場
と
販
売
の
た
め
の
建
物
で

す
。
長
屋
門
も
醤
油
造
家
用
の
も
の
で
あ
り
、
社
も
醤
油
業
繁
栄
の
た

め
の
稲
荷
神
社
が
一
社
あ
る
の
み
で
す
。
90
年
間
の
生
活
の
後
に
描
か

れ
た
大
正
絵
図
に
は
庭
と
分
か
る
場
所
は
書
院
前
は
も
ち
ろ
ん
、
書
院

の
裏
側
に
も
あ
り
、
新
た
に
建
物
で
囲
ま
れ
た
場
所
２
カ
所
に
坪
庭
が

で
き
他
に
は
池
を
囲
む
様
に
建
物
が
建
て
ら
れ
て
、
生
活
の
中
で
の
庭

の
意
識
の
高
ま
り
が
分
か
り
ま
す
。一
方
、祠
が
増
加
し
５
カ
所
に
な
っ

て
い
て
、90
年
間
の
生
活
の
中
で
の
喜
び
や
悲
し
み
を
語
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
庭
の
灯
籠
は
庭
石
と
共
に
大
き
な
存
在
で
す
か
ら
庭
の
ど
こ
に
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平
成
27
年
度

一
般
社
団
法
人

日
本
庭
園
協
会
定
期
総
会
開
く

ど
の
よ
う
に
移
っ
て
い
る
か
は
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
す
。
文
政
10
年
絵
図
の
書
院
の
中
の
間

正
面
に
あ
る
大
型
灯
籠
は
大
正
で
は
霊
神
様
の
祠
脇
に
見
ら
れ
、
先
祖
伝
来
の
物
と
大
切
に

思
わ
れ
て
い
る
様
子
が
分
か
り
ま
す
。
一
方
庭
石
は
江
戸
期
に
は
江
戸
か
ら
購
入
さ
れ
て
い

ま
す
が
寛
政
８
年
（
１
７
９
６
）
と
10
年
に
江
戸
新
川
の
亀
田
や
勘
兵
衛
か
ら
根
府
川
石
な

ど
諸
石
を
、
ま
た
小
田
原
宿
、
福
徳
屋
三
郎
右
衛
門
か
ら
平
石
、
沓
石
、
角
石
を
買
い
入
れ

て
い
ま
す
が
実
際
、庭
石
と
は
決
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
蔵
建
築
で
使
用
し
た
と
も
思
わ
れ
ま
す
。

間
知
石
な
ど
は
構
え
堀
造
り
に
使
用
さ
れ
た
石
で
あ
っ
て
庭
石
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
明
治
維

新
後
、
は
じ
め
て
庭
石
と
し
て
の
注
文
の
送
り
状
に
よ
れ
ば
野
州
足
利
郡
か
ら
渡
良
瀬
川
桜

石
を
、
土
浦
川
岸
か
ら
は
筑
波
石
を
、
川
越
と
野
田
の
石
屋
か
ら
盤
石
を
、
野
州
鷲
ノ
巣
村

か
ら
笠
石
、
三
日
月
石
を
本
御
影
濡
鷺
形
灯
籠
は
明
治
35
年
に
一
基
80
円
で
購
入
し
て
い

て
、
昭
和
３
年
の
改
修
の
時
に
は
書
院
の
北
面
に
収
ま
っ
て
い
ま
す
。
文
書
か
ら
明
治
期
に

な
り
庭
石
と
し
て
集
め
始
め
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
昭
和
３
年
９
月
「
柴
田
邸
庭
石
灯
籠

即
売
会
通
知　

共
楽
美
術
倶
楽
部
」
の
案
内
の
文
書
も
残
っ
て
い
ま
す
。
昭
和
３
年
か
ら
６

年
の
建
築
大
改
修
は
当
然
庭
の
変
化
を
伴
う
も
の
で
建
築
会
社
と
一
緒
に
一
気
に
先
々
代
当

主
が
仕
上
げ
て
い
ま
す
。
改
築
で
は
書
院
の
三
部
屋
は
完
全
に
残
し
、
二
階
屋
の
関
東
普
請

は
全
面
撤
去
し
、
数
寄
屋
の
建
物
と
し
ま
し
た
。
庭
園
は
書
院
前
庭
、
坪
庭
、
主
人
室
前
庭
、

食
堂
前
庭
と
造
り
江
戸
期
に
は
全
く
な
か
っ
た
庭
を
大
玄
関
正
面
に
造
り
、
冠
木
門
か
ら
長

屋
門
へ
白
萩
を
植
え
、
赤
石
を
据
え
て
客
人
を
迎
え
る
形
に
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
当
主
が
一

番
心
を
寄
せ
た
場
所
は
書
院
前
庭
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
代
々
大
切
に
思
わ
れ
て
い
た
様
子
で

す
が
、
文
政
屋
敷
絵
図
の
気
分
に
大
変
似
て
い
る
の
で
す
。
板
屋
葺
き
門
の
脇
の
石
垣
で
築

山
が
で
き
て
次
第
に
低
く
な
っ
て
い
く
石
垣
の
先
に
は
霊
神
様
が
、
そ
こ
か
ら
屋
敷
林
へ
と

続
く
道
と
同
じ
で
あ
り
、
石
垣
を
反
対
か
ら
見
る
と
黒
松
の
背
景
に
な
り
、
昔
な
が
ら
の
威

厳
を
感
じ
ま
す
。
文
政
絵
図
で
は
書
院
真
の
間
は
代
官
な
ど
が
座
し
た
部
屋
な
の
で
正
面
に

泉
水
が
見
ら
れ
ま
す
が
、
そ
こ
に
盤
石
2
石
を
据
え
あ
た
か
も
神
仏
の
座
の
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。
黒
松
と
柏
は
大
木
で
移
し
替
え
ら
れ
な
い
た
め
に
、
両
木
は
２
番
目
に
位
の
高
い
書

院
中
の
間
の
前
に
あ
り
、旧
来
か
ら
の
部
屋
の
格
式
に
沿
っ
た
樹
木
の
配
置
と
な
っ
て
、先
々

代
当
主
は
喜
ん
だ
こ
と
と
思
い
ま
す
。
現
在
の
庭
の
ど
の
部
分
を
見
て
も
遠
い
昔
の
先
祖
を

思
わ
ず
に
い
ら
れ
ず
先
々
の
当
主
が
造
っ
た
こ
の
庭
を
こ
の
ま
ま
維
持
保
存
し
た
い
と
願
っ

て
い
ま
す
。「
国
の
名
勝
」
指
定
に
よ
り
、
こ
の
場
所
で
歴
史
が
造
り
出
し
た
景
観
を
保
存

維
持
す
る
こ
と
を
要
求
さ
れ
ま
し
た
の
で
心
を
尽
く
し
て
維
持
に
務
め
な
け
れ
ば
と
思
う
こ

の
頃
で
す
。

（
公
財
）
高
梨
本
家　

上
花
輪
歴
史
館 

副
館
長
（
監
事　

鑑
賞
研
究
部
長
）

　

一
般
社
団
法
人
日
本
庭
園
協
会
は
、
平

成
27
年
3
月
18
日
（
水
） 

東
京
・
代
々
木

の
明
治
神
宮
文
化
館
で
、
午
前
10
時
30
分

か
ら
評
議
員
会
、
午
後
1
時
か
ら
総
会
を

開
催
し
た
。

【
評
議
員
会
】
午
前
10
時
30
分
。
楠
の
間

　
　
　
　

司
会
＝
柴
田
正
文
常
務
理
事

　

評
議
員
42
名
中
、
出
席
37
名
（
委
任
状

出
席
15
名
）
で
、
定
款
第
二
十
一
条
に
よ

り
、
成
立
。
金
子
直
作
会
長
が
挨
拶
に
続

き
議
長
と
し
て
議
事
進
行
。
第
一
号
議

案
「
平
成
26
年
度
事
業
報
告
、
収
支
決

算
、
会
計
監
査
報
告
」、
第
二
号
議
案
「
平

成
27
年
度
事
業
計
画
、
予
算
説
明
」、
第

三
号
議
案
「
役
員
改
正
の
件
」、
そ
の
他
、

平
成
27
年
度
日
本
庭
園
協
会
賞
・
奨
励
賞

結
果
報
告
。
ま
た
、
協
会
運
営
に
つ
い

て
、
百
周
年
記
念
事
業
は
、
実
行
委
員
会

を
発
足
さ
せ
る
。
ま
た
、
支
部
長
連
絡
協

議
会
報
告
、
会
費
納
入
に
つ
い
て
、
会
員

増
加
の
た
め
の
考
え
方
、
鑑
賞
研
究
委
員

会
に
つ
い
て
な
ど
積
極
的
な
議
論
が
交
わ

さ
れ
、
総
会
に
お
い
て
一
括
審
議
を
諮
る

と
い
う
事
で
可
決
。

【
総
会
】　　
　

午
後
1
時
。
椎
の
間　
　

　
　
　

司
会
＝
柴
田
正
文
常
務
理
事

　

正
会
員
4
7
5
名
中
出
席
者
2
8
0

名
（
委
任
状
出
席
1
9
2
名
）
で
、
定

款
第
二
十
一
条
に
よ
り
成
立
。
大
平
暁
副

会
長
の
開
会
の
辞
、
金
子
会
長
の
挨
拶
、

龍
居
名
誉
会
長
の
挨
拶
の
後
、
会
長
が
議

長
席
に
着
き
議
事
録
作
成
者
に
望
月
敬
生

常
務
理
事
、
議
事
録
署
名
者
に
前
川
冨
士

子
理
事
、
高
橋
良
仁
理
事
を
指
名
、
議
事

に
は
い
る
。

○
第
一
号
議
案「
平
成
26
年
度
事
業
報
告
、

収
支
報
告
、
会
計
監
査
報
告
の
件
」

平
成
27
年
3
月
18
日
　
明
治
神
宮
　
文
化
館

事
業
報
告
＝
廣
瀬
慶
寛
常
務
理
事

　
　
　
　
　

及
び
、
各
委
員
長

決
算
報
告
＝
高
橋
康
夫
常
務
理
事

監
査
報
告
＝
野
村
脩
監
事

1　

現
況
（
平
成
27
年
2
月
24
日
現
在
）

①
事
務
所
…
〒
1
6
9
―
0
0
5
1

　

東
京
都
新
宿
区
西
早
稲
田
1
―
6
―
3

　

フ
ェ
リ
オ
西
早
稲
田
3
0
1
号

　

電
話
…
０
３
（
3
2
0
4
）
0
5
9
5

　
　
　
　
（
F
A
X
兼
）

　

U
RL

…http://nitteikyou.org/

　

E-M
ail

…gsj20@
m

7.dion.ne.jp

②
会
員
数　

正
会
員
４
７
５
名（
30
名
減
）

　

特
別
会
員
／
名
誉
会
員
11
名
（
±
０
）

　

維
持
会
員
５
社
（
１
社
増
）

　

総
会
員
数
４
９
１
名
（
29
名
減
）

※
カ
ッ
コ
内
の
数
字
は
前
年
比

③
本
部
委
員
会
お
よ
び
特
別
委
員
会

　
（
カ
ッ
コ
内
は
委
員
長
）

本
部
委
員
会
／
総
務
委
員
会（
望
月
敬
生
）

財
務
委
員
会(

高
橋
康
夫)

広
報
委
員
会

（
柴
田
正
文
）
鑑
賞
研
究
委
員
会
（
高
梨

節
子
）
技
術
委
員
会
（
廣
瀬
慶
寛
）
国
際

活
動
委
員
会
（
三
橋
一
夫
）
特
別
委
員
会

／
文
化
財
指
定
庭
園
調
査
委
員
会
（
金
子

直
作
）日
本
庭
園
協
会
賞
選
考
委
員
会（
金

子
直
作
）ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
検
討
委
員
会（
岩

崎
隆
）
日
本
庭
園
協
会
百
周
年
記
念
事
業

準
備
委
員
会
（
高
橋
康
夫
）

④
支
部
（
カ
ッ
コ
内
は
、
支
部
長
）

北
海
道
南
支
部（
坂
勝
）宮
城
県
支
部（
菊

地
正
樹
）
栃
木
県
支
部
（
新
藤
志
延
）
茨

城
県
支
部（
飛
田
幸
男
）埼
玉
県
支
部（
野

村
光
宏
）
千
葉
県
支
部
（
加
藤
新
一
郎
）

東
京
都
支
部
（
上
野
周
三
）
神
奈
川
県
支

部
（
清
水
哲
也
）
新
潟
県
支
部
（
伊
藤
春

男
）
石
川
県
支
部
（
向
川
茂
）
静
岡
県
支

部
（
石
井
敬
明
）
愛
知
県
支
部
（
高
見
紀

雄
）
近
畿
支
部
（
山
田
昌
次
）
岡
山
県
支

部
（
三
宅
秀
俊
）
広
島
県
支
部
（
藤
原
忍
）

鳥
取
県
支
部（
石
亀
靖
）山
口
県
支
部（
殿

井
正
敏
）
香
川
県
支
部
（
水
本
隆
信
）

2　

事
業
の
概
要

【
本
部
事
業
】

⑴
会
議
の
開
催　

①
全
国
支
部
長
連
絡
協

議
会（
1
・
25
）仙
台　

②
支
部
長
会（
２
・

28
）　

③
理
事
会
（
３
・
５
）　

④
定
期
総

会
（
３
・
20
）
明
治
神
宮
文
化
館　

⑤
百

周
年
記
念
事
業
検
討
準
備
委
員
会
（
３
回

実
施
）
⑥
理
事
会
（
９
・
26
）　

⑦
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
新
規
作
成
検
討
委
員
会（
5
回
、

12
月
完
了
）

⑵
広
報
事
業　

①
広
報
委
員
会
会
議（
１
・

８
）
東
京
農
大　

②
庭
園
協
会
ニ
ュ
ー
ス

75
～
78
号
発
行　

③
Ｇ
Ｓ
Ｊ
ミ
ニ
ニ
ュ
ー

ス
19
～
24
発
行　

④
機
関
誌
「
庭
園
」
復

刊
10
号
発
行

⑶
鑑
賞
研
究
事
業　

①
「
庭
園
鑑
賞
の
あ

ゆ
み
」
発
行
（
３
・
15
）
②
講
演
会
「
中

国
の
庭
園
と
そ
の
詩
文
」（
３
・
15
）
日

本
女
子
大
学
桜
風
２
号
館　

③
連
続
基
礎

講
座
「
日
本
の
庭
を
知
る
」（
４
・
20
、５
・

25
、
６
・
12
、
６
・
22
）
龍
居
竹
之
介
名

誉
会
長　

④
見
学
会　

春
季
日
帰
り
見
学

会
「
本
田
静
六
記
念
館
と
さ
い
た
ま
の
記

念
館
群
を
訪
ね
る
」　

秋
季
一
泊
見
学
会

「
錦
秋
の
京
都
庭
園
を
訪
ね
て
」（
11
・

20
、
21
）

⑷
技
術
事
業　

①
庭
園
技
術
連
続
基
礎
講

座 （
5
・
11
）（
６
・
８
）（
７
・
13
）（
８
・

10
）（
９
・
14
）
②
伝
統
技
術
庭
園
技
塾 

（
10
・
11
～
15
）
宮
城
県　

覚
照
寺　

③

山
口
県
支
部
・
本
部
共
催
（
11
・
８
、９
）

下
関
市
他

⑸
国
際
活
動
事
業　

①
北
米
日
本
庭
園
協

会
（
Ｎ
Ａ
Ｊ
Ｇ
Ａ
）
大
会
に
参
加　

協
会

間
で
協
定
書
を
交
わ
す　

②
Ｎ
Ｈ
Ｋ
国
際

放
送
局
榎
原
美
樹
氏
、
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
日

本
庭
園
理
事
内
山
貞
文
氏
と
会
談
「
日
本

庭
園
の
国
際
的
な
意
義
と
情
報
発
信
に
つ

い
て
」（
11
・
22
）
東
京
都
内　

③
Ｎ
Ａ

Ｊ
Ｇ
Ａ
理
事
内
山
氏
の
講
演
会
「
日
本

庭
園
に
内
在
す
る
思
想
と
美
に
つ
い
て
」

（
11
・
27
）
ア
シ
ス
タ
ン
ト
後
、
今
後
の

日
米
間
の
活
動
を
協
議

⑹
日
本
庭
園
協
会
百
周
年
記
念
事
業　

①

検
討
事
項
、
記
念
事
業
の
考
え
方
・
記
念

式
典
・
記
念
事
業
・
記
念
誌
・
表
彰
者
・

事
業
費
確
保
等
を
検
討
（
７
、９
、
11
、

１
月
）
②
今
後
に
つ
い
て
、
新
年
度
よ
り

実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
具
体
的
な
事

業
を
展
開
す
る　

③
記
念
式
典
実
施
日
を

平
成
30
年
10
月
21
日
（
日
）
に
想
定
す
る
。

※
東
日
本
大
震
災
復
興
記
念
庭
園
築
庭
寄

付
金
報
告
（
平
成
27
年
３
月
12
日
現
在
）

1
4
3
万
3
千
円　

多
大
な
る
ご
支
援

感
謝
い
た
し
ま
す
。

【
支
部
事
業
】

〈
北
海
道
南
支
部
〉

⑴
会
議
の
開
催 　

①
支
部
総
会
・
新
年

会
（
１
月
）
②
支
部
役
員
会
（
４
月
）
③

支
部
役
員
会
（
12
月
）

⑵
技
術
事
業　

①
支
部
講
習　

修
景
と
高

所
作
業
技
術（
４
月
）　

②
茅
葺
き（
５
月
）

千
葉
県
支
部
来
道
、
懇
親
会　

③
田
旗
氏

を
迎
え
技
塾
反
省
会
（
７
月
）　

④
延
段

（
９
月
）

⑶
見
学
会　

観
楓
会
（
10
月
）
厚
沢
部

〈
宮
城
県
支
部
〉

⑴
会
議
の
開
催　

①
支
部
総
会（
１ 

・
５
）

②
支
部
長
会
議
（
１
・
25
）
パ
レ
ス
平
安

③
内
田
均
学
科
長
就
任
祝
賀
会
（
3
月
）

〈
栃
木
県
支
部
〉

⑴
会
議
の
開
催　

①
支
部
総
会 

（
４
月
）

②
支
部
会
議
（
９
月
）

〈
茨
城
県
支
部
〉

⑴
会
議
の
開
催　

①
支
部
長
会
（
２
・

28
）
②
支
部
総
会 （
５
・
10
）
中
川
楼
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③
役
員
会
（
10
・
18
）
土
浦
市

⑵
技
術
事
業　

①
向
上
庵
茶
会
（
４
・

15
）
土
浦
市
小
野

⑶
見
学
会　

①
岡
山
・
鳥
取
・
島
根
庭
園

視
察
（
６
・
８
～
10
）
②
鑑
賞
会
庭
園
見

学
会
（
９
・
26
）
埼
玉　

③
鑑
賞
会
庭
園

見
学
会
（
11
・
20
、
21
）
京
都

〈
埼
玉
県
支
部
〉

⑴
会
議
の
開
催　

①
役
員
会
（
１ 
・
８
） 

岩
槻　

②
支
部
総
会
・
新
年
会
（
１
・

26
）
岩
槻　

③
役
員
会
（
４
・
26
）
岩
槻

④
役
員
会
（
７
・
28
）
岩
槻　

⑤
役
員
会

（
８
・
20
）
岩
槻　

⑥
役
員
会
（
９
・
11
） 

岩
槻　

⑦
役
員
会
（
12
・
９
） 

岩
槻

⑵
技
術
事
業　

①
泥
深
庵
周
辺
管
（
２
・

23
）
い
ず
み
高
校　

②
第
1
回
研
修
会

（
５
・
31
、
６
・
１
） 

い
ず
み
高
校　

③
第

2
回
研
修
会
（
８
・
23
、
24
）
い
ず
み
高

校　

④
第
3
回
研
修
会
（
10
・
18
、
19
）

い
ず
み
高
校

〈
千
葉
県
支
部
〉

⑴
会
議
の
開
催　

①
支
部
長
会
（
２
・

25
）
②
役
員
会
（
２
・
５
）
③
理
事
会
（
３
・

５
）
④
役
員
会
（
４
・
８
）
⑤
支
部
総
会

（
４
・
12
）
⑥
懇
親
会
（
６
・
６
）
増
田
好

美
氏
仏
作
庭
報
告
、
青
年
部
茅
葺
き
講
習

会
報
告　

⑦
役
員
会
（
６
・
30
）
⑧
役
員

会
（
11
・
31
）
見
学
会
に
つ
い
て　

⑨
忘

年
会
（
12
・
７
）
26
年
事
業
報
告

⑵
技
術
事
業　

①
支
部
主
催
庭
園
技
塾

（
１
・
13
）
設
計
及
び
測
量
（
２
・
23
）（
６
・

15
）
②
文
化
財
庭
園
の
関
わ
り
方
（
８
・

26
）
小
石
川
後
楽
園

⑶
見
学
会　

秋
の
庭
園
見
学
会
（
11
・

27
）
東
京

〈
東
京
都
支
部
〉

⑴
会
議
の
開
催　

①
神
奈
川
県
支
部
長
と

協
会
賞
に
つ
い
て
協
議
（
１
・
10
）
川
崎

市　

②
支
部
長
会
（
１
・
25
）
③
幹
事
会

（
２
・
22
）
武
蔵
野
市　

④
理
事
会
（
３
・

５
）
⑤
幹
事
会
（
３
・
26
）
石
正
園　

⑥

支
部
総
会
（
５
・
18
）
支
部
会
員
の
作
品

を
見
学
⑦
納
会
（
11
・
22
）
武
蔵
野
市

⑵
講
習
会　

①
高
木
吊
り
切
り
講
習
会
準

備
（
７
・
12
、
19
）
②
高
木
吊
り
切
り
講

習
会
（
７
・
20
）
八
王
子　

③
高
木
吊
り

切
り
講
習
会
（
９
・
７
）
石
正
園

〈
神
奈
川
県
支
部
〉

⑴
会
議
の
開
催　

①
第
1
回
三
役
会（
１
・

11
）
②
第
1
回
役
員
（
１
・
27
）
③
支
部

総
会
・
研
修
報
告
会
（
３
・
７
）
④
第
2

回
三
役
会
（
４
・
４
）
⑤
第
2
回
役
員
会

（
７
・
15
）　

⑥
第
3
回
三
役
会
（
11
・

11
）
⑦
第
3
回
役
員
（
12
・
10
）

⑵
技
術
事
業　

研
修
会
庭
の
学
校　

①
第

1
回
「
軒
内
の
構
成
、三
和
土
と
軒
内
等
」

（
５
・
21
）
②
第
2
回
「
延
段
、
飛
石
、

伝
い
の
手
法
等
」（
６
・
17
）③
第
3
回「
家

付
植
栽
、
石
灯
籠
と
石
憧
等
」（
７
・
22
）

④
第
4
回「
ア
プ
ロ
ー
チ
の
構
成
と
植
栽
、

水
鉢
と
垣
根
」（
８
・
19
）
⑤
第
5
回
「
崩

れ
積
、
剪
定
法
、
石
組
、
求
積
等
」（
９
・

16
）

⑶
見
学
会　

庭
園
見
学
会
・
落
合
悟
氏
、

平
井
孝
幸
氏
（
10
・
３
）
東
京

〈
新
潟
県
支
部
〉

⑴
会
議
の
開
催　

①
役
員
会
、
新
年
会

（
１
・
17
）
②
役
員
会
、
第
24
回
新
潟
県

支
部
総
会
（
３
・
９
）
③
役
員
会
、
納
涼

会
（
７
・
18
）
④
役
員
会
（
５
・
10
）
⑤

役
員
会
（
９
・
18
） 

⑵
技
術
事
業　

①
支
部
伝
統
技
塾
（
６
・

９
～
20
土
日
除
）
石
泉
荘
・
新
発
田
市　

②
貞
観
園
内
苑
測
量
（
８
・
３
、４
）
③
編

笠
門
講
習
会
（
10
・
10
～
13
）
関
川
村

⑶
研
修
会　

①
県
内
春
季
（
５
・
25
）
新

潟
地
区　

②
県
内
夏
季
（
６
・
29
）
柏
崎

地
区　

③
県
内
秋
季
（
11
・
２
）
上
越
地

区　

④
県
外
（
11
・
23
～
25
）
鳥
取
・
島

根
地
区

⑶
手
紙
を
読
む
会　

①
第
13
回
（
１
・

11
）
②
第
13
回
㈥
（
２
・
８
） 

③
第
14
回

㈠
（
３
・
８
）
④
第
14
回
㈡ 

（
４
・
12
）

⑤
第
14
回
㈢
（
５
・
10
）
⑥
第
14
回
㈣

（
６
・
14
）
⑦
第
14
回
㈤
（
７
・
12
）
⑧

第
14
回
㈥
（
８
・
９
）
⑨
第
15
回
㈠
（
９
・

13
）
⑩
第
15
回
㈡
（
10
・
11
）
⑩
第
15
回

㈢
（
11
・
８
）
⑫
第
15
回
㈣
（
12
・
13
）

⑬
田
中
泰
阿
弥
図
録
作
成
発
刊
中
（
６
月

～
）

〈
石
川
県
支
部
〉

⑴
会
議
の
開
催　

①
支
部
総
会
（
１
・

15
）
②
支
部
長
会
（
２
・
15
）
③
役
員
会

（
12
・
29
）

⑵
研
修
会　

①
庭
園
見
学
会
（
４
・
27
）

玉
泉
院
丸
庭
園
・
京
都　

②
庭
園
見
学
会

（
10
・
22
）
屋
上
室
内
茶
庭
・
愛
知
県

〈
静
岡
県
支
部
〉

⑴
会
議
の
開
催　

①
支
部
連
絡
会
（
１
・

25
）　

②
支
部
長
会
（
２
・
28
）
③
支
部

総
会
・
研
修
旅
行
（
３
・
23
、
24
）
丹
波
・

姫
路
方
面　

③
役
員
会
（
８
・
17
）

⑵
技
術
事
業　

①
土
塀
技
能
研
修
「
屋
根

の
補
強
瓦
葺
き
」（
１
・
12
）
②
土
塀
技

能
研
修
「
瓦
葺
き
」（
２
・
２
）
③
土
塀
技

能
研
修
「
仕
上
げ
塗
り
」（
５
・
25
）
④

土
塀
技
能
研
修
報
告
（
６
・
23
）
支
部
会

員
へ
配
布

議長として議事を進める金子直作会長

龍居竹之介名誉会長のあいさつ

〈
愛
知
県
支
部
〉

⑴
会
議
の
開
催　

支
部
総
会 

（
2
・
15
）

安
城
市

⑵
技
術
事
業　

①
第
４
回
石
積
み
技
能
講

習
（
中
級
編
）
⑴
㈱
お
し
ゃ
楽
共
同
企

画
（
3
・
15
、
16
）
お
し
ゃ
楽
常
滑
資
材

セ
ン
タ
ー　

②
第
４
回
石
積
み
技
能
講

習
（
中
級
編
）
⑵
㈱
お
し
ゃ
楽
共
同
企

画
（
4
・
19
、
20
）
お
し
ゃ
楽
常
滑
資
材

セ
ン
タ
ー　

③
第
５
回
石
積
み
技
能
講

習
（
中
級
編
）
㈱
お
し
ゃ
楽
共
同
企
画

（
11
・
15
、
16
）
お
し
ゃ
楽
常
滑
資
材
セ

ン
タ
ー

〈
近
畿
支
部
〉

⑴
会
議
の
開
催　

①
支
部
総
会
（
4
・
12
）

京
都
東
急
ホ
テ
ル　
②
役
員
会 （
9
・
13
）

京
都
東
急
ホ
テ
ル

⑵
そ
の
他　

北
米
日
本
庭
園
協
会
大
会
へ

参
加

〈
岡
山
県
支
部
〉

⑴
会
議
の
開
催　
①
支
部
総
会（
１
・
13
）

倉
敷
市　

②
役
員
会
（
３
・
20
）
倉
敷
市

③
役
員
会
（
９
・
15
）
倉
敷
市

⑵
見
学
会　

①
栄
西
生
誕
の
地
な
ど
見
学

（
４
・
13
）
岡
山
市　

②
重
森
三
鈴
・
閑

谷
学
校
（
６
・
８
、９
）
茨
城
県
支
部
と
交

流　

③
少
林
寺
庭
園
下
見
（
９
・
28
）
岡

山
市

⑶
そ
の
他　

①
山
口
県
支
部
・
本
部
共
催

講
座
（
11
・
９
、
10
）
山
口
県　

②
香
川

県
支
部
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
11
・
23
、
24
）

愛
媛
県

〈
広
島
県
支
部
〉

⑴
会
議
の
開
催　

支
部
総
会
（
１
・
11
）

⑵
技
術
事
業　

①
技
術
講
習　

石
塀
（
１

～
６
月
）
②
炭
焼
き
（
６
月
末
～
８
月
中

旬
）

⑶
そ
の
他　

山
口
県
支
部
・
本
部
共
催
講

座
（
11
・
８
、９
）
山
口
県

〈
鳥
取
県
支
部
〉

⑴
会
議
の
開
催　

支
部
総
会 

（
4 

・
18
） 

石
亀
芳
樹
園

〈
山
口
県
支
部
〉

⑴
会
議
の
開
催　

①
幹
事
会 

（
２
月
）
下

関　

②
幹
事
会
（
５
月
）
下
関　

③
幹
事

会
（
７
月
）
下
関　

④
本
部
共
催
講
座
・

開
催
打
合
せ
、
幹
事
会
２
回
（
９
月
）
下

関　

⑤
幹
事
会 

２
回
（
10
月
）
下
関

⑵
講
習
会　

山
口
県
支
部
・
本
部
共
催
講

座
（
11
・
８
、９
）
下
関
市
、
山
口
市

〈
香
川
県
支
部
〉

⑴
会
議
の
開
催　

①
支
部
総
会
（
５
・
７
）

②
役
員
会
（
７
・
12
）
③
役
員
会
（
８
・

29
）
④
役
員
会
（
10
・
１
）
⑤
役
員
会

（
11
・
２
）

⑵
そ
の
他　

①
山
口
県
支
部
・
本
部
共
催

講
座
（
11
・
８
、９
）
山
口
県　

②
香
川

県
支
部
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
11
・
23
、
24
）

愛
媛
県

以
上
の
報
告
に
続
い
て
決
算
報
告
と
監
査

報
告
が
行
わ
れ
た
結
果
、
満
場
異
議
な
く

了
承
、
第
一
号
は
可
決
し
た
。

○
第
二
号
議
案「
平
成
27
年
度
事
業
計
画
、

予
算
説
明
」

　

計
画
説
明
＝
廣
瀬
慶
寛
常
務
理
事

　
　
　
　
　
　

及
び
、
各
委
員
長

　

予
算
説
明
＝
高
橋
康
夫
常
務
理
事

平
成
27
年
度
事
業
計
画
の
概
要

【
本
部
事
業
】

⑴
本
部
事
業
の
推
進　

①
「
一
般
社
団
法

人
」
と
し
て
、
剰
余
財
産
の
処
理
も
ほ
ぼ

完
了
し
新
た
な
予
算
体
制
で
平
成
27
年
度

事
業
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
本

部
事
業
を
進
め
る
上
で
、
基
本
と
な
る
会

員
の
増
加
と
会
費
の
確
保
を
、
よ
り
積
極

的
に
検
討
し
、
実
行
し
て
い
き
た
い
。
継

続
事
業
と
し
て
の
鑑
賞
研
究
委
員
会
に
よ

る
庭
園
趣
味
の
普
及
と
若
者
の
参
加
の
仕

方
、
庭
園
技
塾
や
庭
園
技
術
連
続
基
礎
講

座
に
よ
る
若
手
技
術
者
の
育
成
、
昨
年
シ

カ
ゴ
に
て
交
流
提
携
の
協
定
書
を
取
り
交

わ
し
た
北
米
日
本
庭
園
協
会
（
Ｎ
Ａ
Ｊ
Ｇ

Ａ
）
と
の
関
連
に
よ
る
海
外
国
際
活
動
、

各
支
部
と
の
新
し
い
形
で
の
協
力
と
地
域

性
の
尊
重
を
中
心
と
し
て
、
本
部
の
若
返

り
体
制
も
重
要
課
題
と
し
て
、
活
動
を
充

実
さ
せ
る
。
②
鑑
賞
研
究
部
の
活
動
は
参

加
者
も
増
え
、
充
実
し
た
活
動
と
し
て
定

着
し
て
い
る
が
、
若
者
の
参
加
を
考
慮
し

た
企
画
も
検
討
す
る
。
③
各
支
部
の
活
動

が
活
発
と
な
り
、
本
部
も
そ
れ
に
協
力
す

る
形
が
定
着
し
て
き
た
。
そ
し
て
、
活
動

報
告
も
充
実
し
て
き
た
の
で
、
さ
ら
な
る

活
動
の
発
展
を
考
え
る
。
④
日
本
庭
園
協

会
賞
、
奨
励
賞
の
選
定
規
約
を
見
直
し
、

庭
園
関
係
で
貢
献
す
る
専
門
家
に
対
し

て
、よ
り
積
極
的
な
顕
彰
の
機
会
を
作
る
。

⑤
「
東
日
本
大
震
災
復
興
記
念
庭
園
築
庭

事
業
」
は
、（
一
社
）
日
本
庭
園
協
会
の

会
員
全
体
の
関
わ
る
事
業
と
し
て
受
け
止

め
、
協
力
体
制
を
強
化
す
る
。

⑵
総
会
等
の
開
催　

定
期
総
会
及
び
全
国

評
議
員
会　

平
成
27
年
3
月
18
日
（
水
）

明
治
神
宮 

文
化
館

⑶
総
務
事
業　

①
各
役
員
会
の
開
催
（
常
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務
理
事
会
は
年
10
回
、理
事
会
は
年
２
回
、

全
国
支
部
長
協
議
会
は
年
２
回
）
②
日
本

庭
園
協
会
百
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会

③
日
本
庭
園
協
会
賞
及
び
奨
励
賞
選
考
委

員
会 

⑷
鑑
賞
研
究
事
業　

①
講
演
会　

㈠
「
南

禅
寺
界
隈
の
庭
を
巡
っ
て
」
尼
﨑
博
正
氏

（
３
・
15
）
日
本
女
子
大
桜
風
２
号
館

㈡
「
多
治
見
、
犬
山
の
庭
」
龍
居
竹
之
介

名
誉
会
長
（
６
・
16
）
日
本
女
子
大
桜
風

２
号
館　

㈢
「
東
京
の
庭
園
散
歩
」
龍
居

竹
之
介
名
誉
会
長
（
10
月
中
旬
）
②
見
学

会　

㈠
春
季
一
泊
見
学
会
（
6
・
11
～

12
）「
新
緑
の
多
治
見
、
犬
山
の
庭
を
た

ず
ね
て
」
㈡
秋
季
日
帰
り
見
学
会
（
11
月

中
旬
）「
秋
の
東
京
の
庭
歩
き
」

⑸
技
術
事
業　

①
庭
園
技
術
連
続
基
礎
講

座
開
催
（
５
・
31
、
６
・
28
、
７
・
26
、

８
・
30
、
９
・
27
）
②
特
別
講
座
（
４
・

16
）
龍
居
竹
之
介
名
誉
会
長　

③
文
化
財

指
定
庭
園
保
護
協
議
会
総
会
参
加
（
５
・

28
、
29
）
③
宮
城
県
支
部
・
本
部
共
催　

伝
統
庭
園
技
塾
（
10
・
11
～
15
）「
東
日

本
大
震
災
復
興
記
念
庭
園
築
庭
事
業
」
覚

照
寺　

④
第
６
ブ
ロ
ッ
ク
主
催　

本
部
支

部
共
催
講
座
（
時
期
・
詳
細
未
定
）

⑹
広
報
事
業　

①
広
報
委
員
会
開
催（
３
・

３
）
東
京
農
大　

適
宜
開
催
予
定　

②
庭

園
協
会
ニ
ュ
ー
ス
の
発
行　

第
79
号
（
１

月
30
日
発
行
済
）
を
は
じ
め
年
間
４
回

（
３
・
７
・
11
月
）
発
行
予
定　

②
Ｇ
Ｓ
Ｊ

ミ
ニ
・
ニ
ュ
ー
ス
の
発
行　

全
会
員
へ
の

葉
書
通
信　

毎
月
発
行
（
事
業
計
画
の
な

い
月
は
除
く
）
③
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
利
用

し
て
の
広
報
活
動
を
重
点
的
に
考
慮

⑺
国
際
活
動
事
業　

①
本
年
度
10
月
に
宮

城
県
に
て
開
催
予
定
の
東
日
本
大
震
災
復

興
記
念
庭
園
築
庭
事
業（
伝
統
庭
園
技
塾
）

に
ア
メ
リ
カ
他
か
ら
の
参
加
者
の
受
入
れ

を
行
う
。
宮
城
県
支
部
と
協
議
の
上
、
実

施
に
伴
う
打
ち
合
わ
せ
を
日
米
双
方
に
於

い
て
行
う　

②
協
定
後
、
当
協
会
の
活
動

内
容
、
動
向
を
Ｎ
Ａ
Ｊ
Ｇ
Ａ
に
対
し
て
発

信
し
、
更
に
双
方
の
交
流
を
図
る
③
第
３

回
大
会
（
開
催
地
ハ
ワ
イ
の
予
定
）
を
視

野
に
入
れ
な
が
ら
、
参
加
者
、
講
演
の
内

容
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
（
平
成
28
年
度

開
催
予
定
） 

⑻
日
本
庭
園
協
会
設
立
百
周
年
記
念
事
業

①
組
織　

㈠
実
行
委
員
会　

副
会
長
・
常

務
理
事
（
３
名
）
評
議
委
員
（
３
名
）
常

任
委
員
長
（
鑑
賞
研
究
委
員
長
、
国
際
活

動
委
員
長
）
支
部
長
（
２
名
）
実
行
委
員

会
の
下
に
小
委
員
会
を
設
け
る　

㈡
小
委

員
会　

企
画
委
員
会
・
事
業
委
員
会
・
百

周
年
誌
委
員
会　

㈢
事
務
局　

事
務
局
は

準
備
委
員
会
が
担
当
す
る
（
各
事
業
の
進

捗
・
行
程
管
理
）
②
委
員
会　

㈠
実
行
委

員
会
は
年
１
～
２
回
開
催　

㈡
委
員
会
で

決
定
し
た
も
の
は
常
務
理
事
会
に
報
告

し
、
了
承
を
得
る

【
支
部
事
業
】

〈
北
海
道
南
支
部
〉

⑴
会
議
の
開
催　

①
支
部
総
会
・
懇
親
会
・

ブ
ロ
ッ
ク
会
議
（
１
月
） 

②
役
員
会
（
３

月
）③
観
楓
会（
10
月
）④
役
員
会（
12
月
）

⑵
技
術
事
業　

石
彫
・
手
水
鉢
等
の
製
作

（
６
月
下
旬
・
７
月
下
旬
・
９
月
下
旬
）

⑶
見
学
会　

武
学
流
庭
園
見
学
会
（
５
月

下
旬
か
10
月
上
旬
）
青
森
方
面

〈
宮
城
県
支
部
〉

⑴
会
議
の
開
催　

支
部
総
会
（
１
・
15
）

⑵
技
術
事
業　

①
伝
統
庭
園
技
塾
（
10
・

11
～
15
）
②
伝
統
庭
園
技
塾
・
準
備
作
業

（
１
～
11
月
随
時
）

〈
栃
木
県
支
部
〉

⑴
会
議
の
開
催　

①
支
部
総
会
（
３
月
）

②
納
涼
会
（
８
月
）　

③
会
議
・
忘
年
会

（
12
月
）

※
各
支
部
の
事
業
へ
参
加
し
て
い
く
、
会

員
を
増
や
す
活
動

〈
茨
城
県
支
部
〉

⑴
会
議
の
開
催　

①
支
部
総
会
（
４
月
）

水
戸
市　

②
支
部
役
員
会
（
５
月
）
③
支

部
役
員
会
（
９
月
）
④
支
部
役
員
会
（
12

月
）
反
省
会
及
び
今
後
の
事
業
計
画

⑵
技
術
事
業　

①
版
築
講
習
会
（
３
・

28
、29
）つ
く
ば
市
②
向
上
庵
測
定（
４
月
）

⑶
そ
の
他　

会
員
の
パ
ネ
ル
展
示
会
（
10

月
）

※
本
部
鑑
賞
会
や
他
支
部
の
事
業
に
も
積

極
的
に
参
加
す
る

〈
埼
玉
県
支
部
〉

⑴
会
議
の
開
催　

総
会
・
新
年
会
（
１
・

25
）
岩
槻
市

⑵
技
術
事
業　

①
泥
深
庵
周
辺
管
理（
２
・

22
）
県
立
い
ず
み
高
等
学
校　

②
第
１
回

研
修
会
・
写
真
展
（
５
・
30
、
31
）
県
立

い
ず
み
高
等
学
校　

③
第
２
回
研
修
会

（
８
・
22
、
23
）
県
立
い
ず
み
高
等
学
校

⑶
見
学
会　

研
修
旅
行
（
10
・
17
、
18
）

⑷
そ
の
他　

作
品
発
表
会
（
12
・
６
）

〈
千
葉
県
支
部
〉

⑴
会
議
の
開
催　

①
役
員
会
（
１
・
11
）

②
役
員
会
（
３
・
29
）
③
支
部
総
会

（
4
・
12
）
④
役
員
会
（
５
月
下
旬
）
⑤

役
員
会
（
７
・
19
）
⑥
暑
気
払
い
（
８
月

下
旬
）
⑦
忘
年
会
（
12
・
６
、７
）
平
成

27
年
度
の
事
業
報
告

⑵
技
術
事
業　

①
支
部
庭
園
技
塾
（
５
・

17
）
②
支
部
庭
園
技
塾
（
６
・
14
）
③
支

部
庭
園
技
塾
（
10
・
11
）

⑶
見
学
会　

①
庭
園
見
学
会
（
１
・
18
）

成
田
、
館
山
方
面　

②
研
修
旅
行
（
６
月

上
旬
）
③
庭
園
見
学
会
（
11
・
22
）

⑷
講
演
会　
（
９
月
下
旬
）

〈
東
京
都
支
部
〉

⑴
会
議
の
開
催　

①
全
国
支
部
長
連
絡
協

議
会（
１
・
21
）石
川
県　

②
本
部
総
会（
４

月
）
③
支
部
幹
事
会
（
２
・
22
）
吉
祥
寺

　

④
納
会
（
12
月
）
⑤
幹
事
会
協
議
の
上

実
施

⑵
講
習
会　

連
続
講
習
会
（
10
～
３
月
）

榊
原
八
朗
氏

※
見
学
会
・
講
習
会
は
、
協
議
の
上
予
定
、

実
施

〈
神
奈
川
県
支
部
〉

⑴
会
議
の
開
催　

①
第
１
回
役
員
（
1
・

14
）
②
定
期
総
会
（
２
・
１
）
研
修
報
告

会
、
交
流
会　

③
第
1
回
三
役
会
（
４
・

７
）
④
第
２
回
役
員
会
（
７
・
14
）
⑤
第

2
回
三
役
会
（
11
・
10
）
⑥
第
３
回
役
員

会
（
12
・
８
）

⑵
見
学
会　

①
交
流
見
学
会
㈠
（
５
・

17
）
②
交
流
見
学
会
㈡
（
６
・
21
）
③
交

流
見
学
会
（
９
・
13
）
④
交
流
見
学
会

（
11
・
８
）

〈
新
潟
県
支
部
〉

⑴
技
術
事
業　

①
支
部
主
催
伝
統
庭
技
塾

②
支
部
勉
強
会　

県
外
研
修
会
、
県
内
研

修
会
、
企
画
展
、
田
中
泰
阿
弥
研
究
会
・

実
測
調
査

〈
石
川
県
支
部
〉

⑴
研
修
会　

県
内
庭
園
巡
り
視
察
研
修
会

（
６
月
下
旬
）

⑵
講
習
会　

露
地
・
茶
室
・
喫
茶
の
心
得

（
10
月
ご
ろ
）
金
沢
市

〈
静
岡
県
支
部
〉

⑴
会
議
の
開
催　

支
部
総
会
及
び
研
修
旅

行
（
3
・
７
、８
）
金
沢
方
面

⑵
技
術
事
業　

第
１
回
編
笠
門
の
製
作

（
３
・
１
）
※
２
年
を
め
ど

〈
愛
知
県
支
部
〉

⑴
会
議
の
開
催　

支
部
総
会
（
2
・
25
） 

安
城
市

⑵
技
術
事
業　

①
第
６
回
石
積
み
講
座

（
中
級
編
）
㈠
（
株
）
お
し
ゃ
楽
共
同
企

画
（
３
・
７
、８
）
お
し
ゃ
楽
常
滑
資
材
セ

ン
タ
ー　

②
第
６
回
石
積
み
講
座
（
中
級

編
）
㈡
（
株
）
お
し
ゃ
楽
共
同
企
画
（
４
・

18
、
19
）
お
し
ゃ
楽
常
滑
資
材
セ
ン
タ
ー

〈
近
畿
支
部
〉

⑴
会
議
の
開
催　

①
支
部
総
会
（
４
月
上

旬
）
京
都
東
急
ホ
テ
ル　

②
役
員
会
、
必

要
に
応
じ
て
随
時

⑵
見
学
会　

文
化
財
庭
園
研
修
他　

京
都

市
内
及
び
近
辺

⑶
そ
の
他　

必
要
に
応
じ
て
随
時

〈
岡
山
県
支
部
〉

⑴
会
議
の
開
催　

支
部
総
会
（
1 

・
19
）

倉
敷
市

⑵
技
術
事
業　

少
林
寺
庭
園
測
量
（
３
・

15
）
岡
山
市

〈
広
島
県
支
部
〉

⑴
技
術
事
業　

炭
焼
き
（
未
定
）

⑵
見
学
会　
（
未
定
）

※
研
修
会
へ
の
参
加

〈
鳥
取
県
支
部
〉

⑴
会
議
の
開
催　

支
部
総
会
（
未
定
）
石

亀
芳
樹
園

⑵
そ
の
他　

他
支
部
と
の
交
流
と
情
報
交

換〈
山
口
県
支
部
〉

⑴
会
議
の
開
催　

①
新
年
会
（
１
月
）
下

関
市　

②
幹
事
会
（
４
月
）
下
関
市　

③

幹
事
会
・
支
部
総
会
（
５
月
）
山
口
市　

④
幹
事
会
（
11
月
）
下
関
市　

⑤
幹
事
会

（
12
月
）
下
関
市

⑵
研
修
会　
（
９
か
10
月
）
場
所
未
定

〈
香
川
県
支
部
〉

⑴
会
議
の
開
催　

支
部
総
会
（
３
月
）

⑵
見
学
会　

庭
園
見
学
会
（
未
定
）

○
第
三
号
議
案
「
役
員
改
正
の
件
」

　
　

趣
旨
説
明
＝
望
月
敬
生
常
務
理
事

　

評
議
員
の
改
正　

㈠
退
任
者
・
鈴
木
直

衛
氏
（
ご
逝
去
）、
星
宏
一
氏
、
高
畑
健

一
氏　

㈡
新
任
者
・
越
智
将
人
氏
、
向
川

茂
氏
、
清
水
哲
也
氏

　

審
議
の
結
果
、
原
案
の
と
お
り
承
認
さ

れ
た
。

○
第
四
号
議
案
「
総
会
議
決
事
項
の
委
任

の
件
」　

　
　

趣
旨
説
明
＝
金
子
直
作
会
長

　

総
会
議
決
事
項
の
、
常
務
理
事
会
へ
の

委
任
が
可
決
さ
れ
た
。
平
成
27
年
度
事
業

計
画
・
収
支
予
算
の
補
正
及
び
特
別
会
計
・

役
員
改
正
に
関
す
る
件
。

○
そ
の
他
「
日
本
庭
園
協
会
賞
・
奨
励
賞

授
与
式
」

　

日
本
庭
園
協
会
賞
：
後
藤
幸
雄
氏
（
北

海
道
南
支
部
）・
本
田
壽
氏
（
石
川
県
支

部
）・
森
和
義
氏
（
山
口
県
支
部
）、
奨
励

賞
：
伊
藤
一
郎
氏
（
宮
城
県
支
部
）・
坂

本
利
男
氏
（
山
口
県
支
部
）

※
受
賞
の
各
氏
は
、表
彰
状
授
与
式
の
後
、

シ
ョ
ー
ト
ス
ピ
ー
チ
を
し
て
頂
い
た
。

　

平
成
27
年
度　

一
般
社
団
法
人
日
本
庭

園
協
会
定
期
総
会
は
、
青
木
美
樹
子
副
会

長
の
閉
会
の
辞
で
、
無
事
終
了
し
た
。
引

き
続
き
会
場
を
移
し
て
、
懇
親
会
が
開
か

れ
た
。

日本庭園協会賞、奨励賞受賞者の方々



−   8−−   9−

Ⅰ　事業活動収支の部
１, 事業活動収入

２, 事業活動支出

①入会金収入 
 入会金収入
②会費収入 
 受取会費
③事業収益 
 連続講座収入
 鑑賞研究講演会
 鑑賞研究見学会
 庭園協会賞講演会
 機関誌「庭園」売益
 広告収入
④雑収益 
 受取利息、書籍販売益ほか
⑤既法人財産処分費 
事業活動収入計 

125,000

6,000,000

525,000
500,000
1,900,000
500,000
100,000
100,000

190
3,350,827
13,101,017

7,948,000
1,800,000
800,000
450,000
350,000
100,000
800,000
100,000
2,400,000
500,000
200,000
60,000
70,000
150,000
20,000

1,900,000
300,000
500,000
700,000
50,000
200,000
100,000
50,000

2,067,000
525,000
150,000
215,000
100,000
50,000
10,000
220,000
40,000
180,000
1,200,000
120,000
120,000
960,000
122,000
10,000
112,000
1,181,000

0
96,000
35,000

1,050,000
500,000

7,400,985
2,008,382
1,064,707
715,625
349,082
100,000
843,675

0
2,232,000
452,000
160,000
5,000
5,000

185,436
96,564

1,780,000
120,000
425,570
753,905
78,378
209,480
51,340
141,327
2,118,522
471,522
140,000
62,000
75,000
123,280
71,242
192,000
20,000
172,000
1,347,000
190,000
197,000
960,000
108,000
10,000
98,000

1,042,081
0
0
0

1,042,081
0

547,015
△ 208,382
△ 264,707
△ 265,625

918
0

△ 43,675
100,000
168,000
48,000
40,000
55,000
65,000

△ 35,436
△ 76,564
120,000
180,000
74,430

△ 53,905
△ 28,378
△ 9,480
48,660

△ 91,327
 51,522
53,478
10,000
153,000
25,000

△ 73,280
△ 61,242
28,000
20,000
8,000

△ 147,000
△ 70,000
△ 77,000

0
14,000

0
14,000
138,919

0
96,000
35,000
7,919

500,000

125,000

5,950,000

567,000
184,000
2,047,000
496,000
260,096
444,686

400,237
0

10,474,019

0

50,000

△ 42,000
316,000

△ 147,000
4,000

△ 160,096
△ 344,686

△ 400,047
3,350,827
2,626,998

科　　　目 予算額 本年度決算額 増　減

平成 26年度収支計算書
平成26年 1月 1日から平成 26年 12月 31日まで

（単位：円）

　1 事業費支出
1-1
　1-1-1
　　1-1-1-1
　　1-1-1-2
　1-1-2
　1-1-3
　1-1-4
1-2
　1-2-1　
　　1-2-1-1
　　1-2-1-2
　　1-2-1-3
　　1-2-1-4
　　1-2-1-5
　1-2-2
　　1-2-2-1
　　1-2-2-2
　　1-2-2-3
　　1-2-2-4
　　1-2-2-5
　　1-2-2-6
　　1-2-2-7
1-3
　1-3-1
　　1-3-1-1
　　1-3-1-2
　　1-3-1-3
　　1-3-1-4
　　1-3-1-5
　1-3-2
　　1-3-2-1
　　1-3-2-2
　1-3-3
　　1-3-3-1
　　1-3-3-2
　　1-3-3-3
　1-3-4
　　1-3-4-1
　　1-3-4-2
1-4
　1-4-1
　1-4-2
　1-4-3
　1-4-4
1-5

　

広報委員会費  
会報発行印刷配布費 
会報印刷費
会報郵送料
会報取材編集費 
「庭園」発行費 
協会パンフレット作成費 
鑑賞研究委員会費
鑑賞研究講演会費
講師謝礼
講師旅費交通費
事務・会場手伝い謝礼
講座会場費
講座用事務・消耗品費
鑑賞研究見学会 
講師謝礼
交通機関賃借費
宿泊費
マイク・イヤホン等借上費
入園料
庭園管理者謝礼金
見学会用事務・消耗品費
技術委員会費  
連続講座費 
講師謝礼
講師旅費交通費
事務・会場手伝い謝礼
講座会場費
講座用事務・消耗品費
地方講演会費 ( 山口県 ) 
講師謝礼
講師旅費交通費
伝統庭園技塾 ( 仙台 ) 
講師謝礼
講師旅費交通費
東日本大震災復興記念庭園築庭助成金
文化財指定庭園調査会費 
文化財指定庭園保護協議会年会費
文庭協総会負担金
国際活動委員会費
国際シンポジウム賛助金 
本部会議時国際委員交通費補助 
NAJGA年会費 (350 ドル ) 
国際交流費 (NAJGA調印式参加費 ) 
100 周年記念事業積立金  

1,143,000
975,000
168,000
50,000
40,000
284,000
164,000
120,000
10,000

1,202,245
1,025,845
176,400

0
90,193
432,127
268,127
164,000

0

△ 59,245
△ 50,845
△ 8,400
50,000

△ 50,193
△ 148,127
△ 104,127
△ 44,000
10,000

科　　　目 予算額 前年度予算額 増　減

2-13
　2-13-1
　2-13-1
2-14
2-15
2-16

2-17

事業活動支出計
　事業活動収支差額
　当期収支差額
　前期繰越収支差額
　次期繰越収支差額

13,017,000
84,017
84,017

84,017

12,857,471
△ 2,383,452
△ 2,383,452
3,350,827
967,375

159,529

賃借料 
事務所家賃
コピー機リース料（新規）
租税公課費  
銀行手数料等  
顧問料  
会計事務所顧問料
法律事務所顧問料
諸雑費  

5,069,000
600,000
70,000
15,000
15,000
500,000
177,000
10,000
130,000
3,000
20,000
14,000
245,000
220,000
25,000

1,000,000
240,000
125,000
240,000
20,000
100,000
120,000
230,000
200,000
100,000
100,000
350,000
85,000
50,000

5,456,486
710,817
6,080
16,075
55,000
633,662
141,738

0
98,938

0
28,800
14,000
133,700
114,800
18,900
920,550
206,110
604,633
188,034
106,834
31,200
50,000
85,980
214,096
150,191
63,905
365,354
106,500
54,409

△ 387,486
△ 110,817
63,920
△ 1,075
△ 40,000
△ 133,662
35,262
10,000
31,062
3,000

△ 8,800
0

111,300
105,200
6,100
79,450
33,890

△ 479,633
51,966

△ 86,834
68,800
70,000
144,020
△ 14,096
△ 50,191
36,095

△ 15,354
△ 21,500
△ 4,409

2　管理費支出
2-1
　2-1-1
　2-1-2
　2-1-3
　2-1-4
2-2
　2-2-1
　2-2-2
　2-2-3
　2-2-4
　2-2-5
2-3
　2-3-1
　2-3-2
2-4
2-5
2-6
2-7
　2-7-1
　2-7-2
　2-7-2
2-8
2-9 
　2-9-1
　2-9-2
2-10
2-11
2-12
 

定期総会費  
通信運搬費 ( 出欠葉書・荷物運搬 )
総会用事務・消耗品費
総会資料印刷
庭園協会賞講演会費
本部諸会議費  
通信運搬費 ( 出欠葉書・荷物運搬 )
会議時飲食代
会議用資料コピー代
会場代
地方役員交通費補助
支部委員会費  
支部長会交通費半額補助
支部長会会場代
事務局職員給料  
事務局職員交通費  
ホームページ運営管理費
渉外慶弔祝賀費  
渉外費 ( 関係団体賛助金、接待費 )
慶弔費
支部活動お祝い金
本部役員地方出張旅費交通費
通信費
郵便・配送費
電話料
事務用品・消耗品費 
宣伝広告費 
光熱費    

収支計算書に対する注記
１.　資金の範囲   
資金の範囲には、現金及び預金、未収会費、立替金及び未払金、前受会費、仮受金を含めている。なお、
前期末及び当期末残高は、下記２. に記載するとおりである。 
２.　次期繰越収支差額に含まれる資産及び負債の内訳   

現金及び預金
未収会費
前払金
貯蔵品
　　　合　　計
未払金
前受会費
源泉所得税預り金
震災復興庭園寄付預り金
　　　合　　計
次期繰越収支差額

科　　目 前期末残高 当期末残高

3,330,180
338,000
75,000
186,000
3,929,180
470,000
52,000
56,353

0
578,353
3,350,827

2,675,920
39,000
77,143
414,000
3,206,063
792,103

0
33,585

1,413,000
2,238,688
967,375

（単位：円）

科　目 金　額 科　目 金　額

貸 借 対 照 表
平成26年 12月 31日現在 （単位：円）

Ⅰ　　資産の部 
　　１. 流動資産  
　　　　現金
　　　　普通預金
　　　　振替預金
　　　　通常預金
　　　　未収会費
　　　　前払金
　　　　貯蔵品
　 　

　　流動資産合計
　　資産合計

Ⅱ　　負債の部
　　１. 流動負債  
　　　　未払金 
　　　　震災復興庭園寄附預り金
　　　　源泉所得税預り金

　　　　流動負債合計
　　　　負債合計 

Ⅲ　　正味財産の部
　　1. 一般正味財産 
　　　　　正味財産合計
　　　　　負債及び正味財産合計 

　122,473
791,029
1,728,954
33,464
39,000
77,143
414,000

3,206,063
3,206,063

792,103
1,413,000
33,585

2,238,688
2,238,688

967,375
967,375
3,206,063

科　　目 金　　額

財 産 目 録
平成26年 12月 31日現在

（単位：円）

Ⅰ　資産の部    
　　１. 流動資産   
　　　　　現金預金  
　　　　　　現金手許有高  
　　　　　　普通預金　みずほ銀行　江戸川橋支店　1716382
　　　　　　普通預金　みずほ銀行　支店　
　　　　　　普通預金　みずほ銀行　支店　
　　　　　　振替預金　ゆうちょ銀行　♯00110-5-76081
　　　　　　通常預金　ゆうちょ銀行　♯10040-50368701
　　　　　　未収会費　平成 26年分会費＠13,000×26名
　　　　　　前払金　家賃前払
　　　　　　貯蔵品「日本の庭を彩る」38冊／「庭園」復刊 10号 300 冊
　　　　　　資産合計
Ⅱ　負債の部
　　１. 流動負債
　　　　　　未払金※
　　　　　　前受会費　平成 26年分会費＠13,000×4名
　　　　　　震災復興庭園寄付預り金
　　　　　　源泉所得税預り金
　　　　　　負債合計
Ⅲ　正味財産   

 

  122,473
 790,029

 0
1,000

 1,728,954
 33,464
 39,000
 77,143
 414,000

3,206,063
 

792,103
0

 1,413,000
 33,585

2,238,688
967,375

※未払金内訳  
虎ノ門総合法律事務所（税務）7～12月
北米日本庭園協会調印式・会議参加
協会web サイトリニューアル費用

10,786
241,317
540,000
792,103

監　査　報　告　書
　下記監事３名は、一般社団法人日本庭園協会 において、会長の提出した平成 26 年度におけ
る会務の執行を総括した会費収入の「事業活動支出」の内訳並びに「収支計算書」「正味財産
増減計算書」「貸借対照表及び財産目録」等につき監査した。
　監査の結果、会務の執行は当該協会の定款に基づき誠実に行なわれており、正確に処理され
ていることをみとめます。
　　平成 27年　2月　19日

一般社団法人　日本庭園協会
監事　野村 脩／同　大成 白歩／同　高梨 節子

Ⅰ　事業活動収支の部
１, 事業活動収入

２, 事業活動支出

①入会金収入 入会金収入
②会費収入 受取会費
③事業収益 連続講座収入
 鑑賞研究講演会
 鑑賞研究見学会
 庭園協会賞講演会（※1）
④雑収益 受取利息ほか（※2）
事業活動収入計 

125,000
6,000,000
525,000
270,000
1,600,000
500,000
30,000

9,050,000

4,615,000
1,000,000
800,000
450,000
350,000
100,000

0
100,000
1,870,000
270,000
100,000
40,000
10,000
70,000
50,000

1,600,000
200,000
300,000
700,000
50,000
200,000
100,000
50,000

1,107,000
525,000
150,000
215,000
100,000
50,000
10,000
220,000
40,000
180,000
240,000
120,000
120,000

0
122,000
10,000
112,000

7,400,985
2,008,382
1,064,707
715,625
349,082
100,000
843,675

0
2,232,000
452,000
160,000
5,000
5,000

185,436
96,564

1,780,000
120,000
425,570
753,905
78,378
209,480
51,340
141,327
2,118,522
471,522
140,000
62,000
75,000
123,280
71,242
192,000
20,000
172,000
1,347,000
190,000
197,000
960,000
108,000
10,000
98,000

△ 2,785,985
△ 1,008,382
△ 264,707
△ 265,625

918
0

△ 843,675
100,000

△ 362,000
△ 182,000
△ 60,000
35,000
5,000

△ 115,436
△ 46,564
△ 180,000
80,000

△ 125,570
△ 53,905
△ 28,378
△ 9,480
48,660

△ 91,327
△ 1,011,522

53,478
10,000
153,000
25,000

△ 73,280
△ 61,242
28,000
20,000
8,000

△ 1,107,000
△ 70,000
△ 77,000
△ 960,000
14,000

0
14,000

125,000
5,950,000
567,000
184,000
2,047,000
496,000
1,105,019
10,474,019

0
50,000

△42,000
86,000

△447,000
4,000

△1,075,019
△ 1,424,019

科　　　目 予算額 本年度決算額 増　減

平成 27年度収支予算書
平成27年 1月 1日から平成 27年 12月 31日まで

（単位：円）

　1 事業費支出
1-1
　1-1-1
　　1-1-1-1
　　1-1-1-2
　1-1-2
　1-1-3
　1-1-4
1-2
　1-2-1　
　　1-2-1-1
　　1-2-1-2
　　1-2-1-3
　　1-2-1-4
　　1-2-1-5
　1-2-2
　　1-2-2-1
　　1-2-2-2
　　1-2-2-3
　　1-2-2-4
　　1-2-2-5
　　1-2-2-6
　　1-2-2-7
1-3
　1-3-1
　　1-3-1-1
　　1-3-1-2
　　1-3-1-3
　　1-3-1-4
　　1-3-1-5
　1-3-2
　　1-3-2-1
　　1-3-2-2
　1-3-3
　　1-3-3-1
　　1-3-3-2
　　1-3-3-3
　1-3-4
　　1-3-4-1
　　1-3-4-2

広報委員会費
会報発行印刷配布費 
会報印刷費
会報郵送料
会報取材編集費 
「庭園」発行費 
協会パンフレット作成費 
鑑賞研究委員会費
鑑賞研究講演会費
講師謝礼  
講師旅費交通費
事務・会場手伝い謝礼
講座会場費
講座用事務・消耗品費
鑑賞研究見学会 
講師謝礼
交通機関賃借費
宿泊費
マイク・イヤホン等借上費
入園料
庭園管理者謝礼金
見学会用事務・消耗品費
技術委員会費
連続講座費
講師謝礼
講師旅費交通費
事務・会場手伝い謝礼
講座会場費
講座用事務・消耗品費
地方講演会費 
講師謝礼
講師旅費交通費
伝統庭園技塾 ( 仙台 ) 
講師謝礼
講師旅費交通費
東日本大震災復興記念庭園築庭助成金
文化財指定庭園調査会費 
文化財指定庭園保護協議会年会費
文庭協総会負担金

138,000
96,000
42,000

0
500,000
4,863,000
700,000
70,000
15,000
15,000
600,000
197,000
10,000
100,000
3,000
20,000
14,000
50,000
60,000
60,000

0
1,000,000
240,000
125,000
200,000
60,000
60,000
80,000
100,000
220,000
150,000
70,000
300,000
110,000
55,000

1,102,400
926,000
176,400
70,000
90,000
284,000
164,000
120,000
10,000

1,042,081
0
0

1,042,081
0

5,456,486
710,817
6,080
16,075
55,000
633,662
141,738

0
98,938

0
28,800
14,000

0
133,700
114,800
18,900
920,550
206,110
604,633
188,034
106,834
31,200
50,000
85,980
214,096
150,191
63,905
365,354
106,500
54,409

1,202,245
1,025,845
176,400

0
90,193
432,127
268,127
164,000

0

△ 904,081
96,000
42,000

△1,042,081
500,000

△593,486
△10,817
63,920
△1,075
△40,000
△33,662
55,262
10,000
1,062
3,000

△8,800
0

50,000
△73,700
△54,800
△18,900
79,450
33,890

△479,633
11,966

△46,834
28,800
30,000
14,020
5,904
△ 191
6,095

△65,354
3,500
591

△99,845
△99,845

0
70,000
△193

△148,127
△104,127
△44,000
10,000

科　　　目 予算額 前年度予算額 増　減

1-4
　1-4-2
　1-4-3
　1-4-4
1-5
2　管理費支出
2-1
　2-1-1
　2-1-2
　2-1-3
　2-1-4
2-2
　2-2-1
　2-2-2
　2-2-3
　2-2-4
　2-2-5
　2-2-6
2-3
　2-3-1
　2-3-2
2-4
2-5
2-6 
2-7
　2-7-1
　2-7-2
　2-7-2
2-8
2-9 
　2-9-1
　2-9-2
2-10
2-11
2-12
2-13
　2-13-1
　2-13-1
2-14
2-15
2-16

2-17

事業活動支出計
　事業活動収支差額

　当期収支差額
　前期繰越収支差額
　次期繰越収支差額

9,478,000
△ 428,000

△ 428,000

-428,000

12,857,471
△ 2,383,452

△ 2,383,452
3,350,827
967,375

△3,379,471

国際活動委員会費
本部会議時国際委員交通費補助 
NAJGA年会費（350ドル）
国際交流費（NAJGA調印式参加費）
100周年記念事業積立金

定期総会費
通信運搬費 ( 出欠葉書・荷物運搬 )
総会用事務・消耗品費
総会資料印刷
庭園協会賞講演会費
本部諸会議費  
通信運搬費 ( 出欠葉書・荷物運搬 )
会議時飲食代
会議用資料コピー代
会場代（※3）
地方役員交通費補助
常務理事会会議費
支部委員会費
支部委員会交通費
支部長会会場代
事務局職員給料  
事務局職員交通費
ホームページ運営管理費  
渉外慶弔祝賀費  
渉外費 ( 関係団体賛助金、接待費 )
慶弔費
支部活動お祝い金
本部役員地方出張旅費交通費  
通信費  
郵便・配送費
電話料
事務用品・消耗品費  
宣伝広告費  
光熱費  
賃借料  
事務所家賃
コピー機リース料
租税公課費（※4）  
銀行手数料等
顧問料  
会計事務所顧問料
法律事務所顧問料
諸雑費  

※1 総会後に講演　※2 決算額には前年度機関誌売益、広告収入を含む　※3 理事会用貸会議室代　※4 新宿区法人住民税

Ⅰ　一般正味財産増減の部   
１, 経常増減の部
　(1) 経常収益

(2) 経常費用

①入会金収入　入会金収入
②会費収入　受取会費
③事業収益　連続講座収入
　　　　　　鑑賞研究講演会
　　　　　　鑑賞研究見学会
　　　　　　庭園協会賞講演会
　　　　　　機関誌「庭園」売益
　　　　　　広告収入
④雑収益　　受取利息、書籍販売益ほか
⑤既法人財産処分費
事業活動収入計 

125,000
6,000,000
525,000
500,000
1,900,000
500,000
100,000
100,000

190
3,350,827
13,101,017

7,948,000
1,800,000
800,000
450,000
350,000
100,000
800,000
100,000
2,400,000
500,000
200,000
60,000
70,000
150,000
20,000

1,900,000
300,000
500,000
700,000
50,000
200,000
100,000
50,000

2,067,000
525,000
150,000
215,000
100,000
50,000
10,000
220,000
40,000
180,000
1,200,000
120,000
120,000
960,000
122,000

7,400,985
2,008,382
1,064,707
715,625
349,082
100,000
843,675

0
2,232,000
452,000
160,000
5,000
5,000

185,436
96,564

1,780,000
120,000
425,570
753,905
78,378
209,480
51,340
141,327
2,118,522
471,522
140,000
62,000
75,000
123,280
71,242
192,000
20,000
172,000
1,347,000
190,000
197,000
960,000
108,000

547,015
△ 208,382
△ 264,707
△ 265,625

918
0

△ 43,675
100,000
168,000
48,000
40,000
55,000
65,000

△ 35,436
△ 76,564
120,000
180,000
74,430

△ 53,905
△ 28,378
△ 9,480
48,660

△ 91,327
△ 51,522
53,478
10,000
153,000
25,000

△ 73,280
△ 61,242
28,000
20,000
8,000

△ 147,000
△ 70,000
△ 77,000

0
14,000

125,000
5,950,000
567,000
184,000
2,047,000
496,000
260,096
444,686
400,237

0
10,474,019

0
50,000

△ 42,000
316,000

△ 147,000
4,000

△ 160,096
△ 344,686
△ 400,047
3,350,827
2,626,998

科　　　目 予算額 本年度決算額 増　減

（単位：円）

　①事業費
1-1
　1-1-1
　　1-1-1-1
　　1-1-1-2
　1-1-2
　1-1-3
　1-1-4
1-2
　1-2-1　
　　1-2-1-1
　　1-2-1-2
　　1-2-1-3
　　1-2-1-4
　　1-2-1-5
　1-2-2
　　1-2-2-1
　　1-2-2-2
　　1-2-2-3
　　1-2-2-4
　　1-2-2-5
　　1-2-2-6
　　1-2-2-7
1-3
　1-3-1
　　1-3-1-1
　　1-3-1-2
　　1-3-1-3
　　1-3-1-4
　　1-3-1-5
　1-3-2
　　1-3-2-1
　　1-3-2-2
　1-3-3
　　1-3-3-1
　　1-3-3-2
　　1-3-3-3
　1-3-4

広報委員会費  
会報発行印刷配布費 
会報印刷費
会報郵送料
会報取材編集費 
「庭園」発行費 
協会パンフレット作成費
鑑賞研究委員会費
鑑賞研究講演会費　
講師謝礼
講師旅費交通費
事務・会場手伝い謝礼
講座会場費
講座用事務・消耗品費
鑑賞研究見学会 
講師謝礼
交通機関賃借費
宿泊費
マイク・イヤホン等借上費
入園料
庭園管理者謝礼金
見学会用事務・消耗品費
技術委員会費
連続講座費
講師謝礼
講師旅費交通費
事務・会場手伝い謝礼
講座会場費
講座用事務・消耗品費
地方講演会費 ( 山口県 ) 
講師謝礼
講師旅費交通費
伝統庭園技塾 ( 仙台 ) 
講師謝礼
講師旅費交通費
東日本大震災復興記念庭園築庭助成金
文化財指定庭園調査会費

10,000
112,000
1,181,000

0
96,000
35,000

1,050,000
500,000

10,000
98,000

1,042,081
0
0
0

1,042,081
0

0
14,000
138,919

0
96,000
35,000
7,919

500,000
5,069,000
600,000
70,000
15,000
15,000
500,000
177,000
10,000
130,000
3,000
20,000
14,000
245,000
220,000
25,000

1,000,000
240,000
125,000
240,000
20,000
100,000
120,000
230,000
200,000
100,000
100,000
350,000
85,000
50,000

1,143,000
975,000
168,000
50,000
40,000
284,000
164,000
120,000
10,000

5,456,486
710,817
6,080
16,075
55,000
633,662
141,738

0
98,938

0
28,800
14,000
133,700
114,800
18,900
920,550
206,110
604,633
188,034
106,834
31,200
50,000
85,980
214,096
150,191
63,905
365,354
106,500
54,409

1,202,245
1,025,845
176,400

0
90,193
432,127
268,127
164,000

0

△ 387,486
△ 110,817
63,920
△ 1,075
△ 40,000
△ 133,662
35,262
10,000
31,062
3,000

△ 8,800
0

111,300
105,200
6,100
79,450
33,890

△ 479,633
51,966

△ 86,834
68,800
70,000
144,020
△ 14,096
△ 50,191
36,095

△ 15,354
△ 21,500
△ 4,409
△ 59,245
△ 50,845
△ 8,400
50,000

△ 50,193
△ 148,127
△ 104,127
△ 44,000
10,000

科　　　目 予算額 前年度予算額 増　減

　1-3-4-1
　1-3-4-2
1-4
　1-4-1
　1-4-2
　1-4-3
　1-4-4
1-5
②管理費
2-1
　2-1-1
　2-1-2
　2-1-3
　2-1-4
2-2
　2-2-1
　2-2-2
　2-2-3
　2-2-4
　2-2-5
2-3
　2-3-1
　2-3-2
2-4
2-5
2-6 
2-7
　2-7-1
　2-7-2
　2-7-2
2-8
2-9 
　2-9-1
　2-9-2
2-10
2-11
2-12
2-13
　2-13-1
　2-13-1
2-14
2-15
2-16

2-17

　経常費用計
　　当期経常増減額
　　当期一般正味財産増減額
　　一般正味財産期首残高
　　一般正味財産期末残高
Ⅱ 正味財産期末残高 

13,017,000
84,017
84,017

84,017

12,857,471
△ 2,383,452
△ 2,383,452
3,350,827
967,375
967,375

159,529

文化財指定庭園保護協議会年会費
文庭協総会負担金
国際活動委員会費
国際シンポジウム賛助金
本部会議時国際委員交通費補助 
NAJGA年会費 (350 ドル ) 
国際交流費 (NAJGA調印式参加費 )
100 周年記念事業積立金

定期総会費
通信運搬費 ( 出欠葉書・荷物運搬 )
総会用事務・消耗品費
総会資料印刷
庭園協会賞講演会費
本部諸会議費  
通信運搬費 ( 出欠葉書・荷物運搬 )
会議時飲食代
会議用資料コピー代
会場代
地方役員交通費補助
支部委員会費
支部長会交通費半額補助
支部長会会場代
事務局職員給料 
事務局職員交通費
ホームページ運営管理費
渉外慶弔祝賀費 
渉外費 ( 関係団体賛助金、接待費 )
慶弔費
支部活動お祝い金
本部役員地方出張旅費交通費
通信費
郵便・配送費
電話料
事務用品・消耗品費
宣伝広告費
光熱費
賃借料
事務所家賃
コピー機リース料 ( 新規 )
租税公課費 
銀行手数料等 
顧問料 
会計事務所顧問料
法律事務所顧問料
 諸雑費 

正 味 財 産 増 減 計 算 書
平成26年 1月 1日から平成 26年 12月 31日まで
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産
を
接
収
す
る
こ
と
に
よ
り
（
社
寺
は
だ

い
た
い
武
家
が
ス
ポ
ン
サ
ー
で
あ
っ
た
た

め
に
、
つ
い
で
に
浅
草
寺
・
増
上
寺
な
ど

の
寺
も
国
に
没
収
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
に

な
る
）
東
京
の
８
割
５
分
ぐ
ら
い
の
土
地

が
国
の
物
に
な
り
、
新
政
府
は
労
せ
ず
し
て

新
・
首
都
で
あ
る
東
京
の
広
大
な
土
地
を

使
用
で
き
た
。
か
く
し
て
広
大
な
大
名
屋

敷
は
官
庁
と
な
り
軍
関
係
の
施
設
と
し
て

次
々
と
そ
の
顔
を
か
え
て
い
く
こ
と
と
な

る
。
ほ
と
ん
ど
の
庭
園
が
壊
滅
状
態
と
な
っ

た
中
で
徳
川
家
の
浜
御
殿
、
紀
州
徳
川
家
下

屋
敷
の
庭
が
生
き
残
っ
た
の
は
そ
れ
ぞ
れ

浜
離
宮
、
芝
離
宮
と
い
う
皇
室
施
設
と
し
て

活
用
さ
れ
た
と
い
う
理
由
に
よ
る
。

▼
小
石
川
後
楽
園
は
な
ぜ
残
っ
た
か

明
治
維
新
後
、
上
地
さ
れ
て
軍
の
手

に
移
り
、
御
殿
は
工
場
と
関
係
施
設
に

な
っ
た
が
後
楽
園
は
庭
に
深
い
関
心
の

あ
っ
た
陸
軍
の
有
力
者
、
山
縣
有
朋
の
配

慮
で
破
壊
を
免
れ
る
。
工
場
の
煤
煙
、
関

東
大
震
災
、
第
二
次
大
戦
で
の
被
害
、
無

料
公
開
で
も
痛
め
つ
け
ら
れ
る
が
、
庭
は

得
難
い
憩
い
の
財
産
と
し
て
存
在
感
を
増

し
た
。
殆
ど
の
大
名
庭
園
が
消
失
し
た
中

で
小
石
川
後
楽
園
と
し
て
存
続
し
た
の

は
、
庭
へ
の
理
解
者
の
存
在
と
公
共
に
よ

る
管
理
の
力
だ
っ
た
。
東
京
で
同
じ
道
を

辿
っ
た
の
は
柳
沢
吉
保
の
六
義
園
た
だ
一

つ
。
庭
の
存
続
は
実
に
難
し
い
。

２
．
園
内
見
学　

13
時
～
15
時　

正
田
小

石
川
後
楽
園
サ
ー
ビ
ス
前
セ
ン
タ
ー
長

い
ま
小
石
川
後
楽
園
は
平
成
の
大
改

修
を
し
て
い
る
最
中
で
今
回
の
工
事
は

１
０
０
年
に
一
度
の
工
事
と
よ
ば
れ
て
い

る
ぐ
ら
い
で
あ
る
。

▼
今
ま
で
の
工
事
と
今
後
の
工
事
の
説
明

今
回
は
当
時
の
散
策
ル
ー
ト
を
も
と

に
見
学
を
し
、
ど
う
い
う
角
度
で
お
庭
を

見
て
い
た
か
体
験
し
て
頂
く
（
西
湖
の
堤

か
ら
時
計
回
り
で
見
て
い
く
）。

西
湖
の
堤
の
延
長
線
上
に
あ
る
の
が

清
水
観
音
堂
跡
。
こ
の
場
所
は
京
都
の
清

水
寺
を
意
識
し
て
造
ら
れ
た
場
所
で
あ
る

（
高
台
に
あ
る
）。
そ
の
先
に
進
む
と
赤
い

橋
の
通
天
橋
が
あ
り
周
り
の
モ
ミ
ジ
も
秋

に
な
る
と
真
っ
赤
に
な
り
素
晴
ら
し
い
景

観
を
現
出
さ
せ
て
く
れ
る
場
所
で
あ
る
。

こ
の
橋
の
下
を
流
れ
る
水
は
昔
は
神
田
上

水
か
ら
引
い
た
も
の
で
あ
っ
た
が
現
在
は

地
下
水
を
く
み
上
げ
て
流
し
て
い
る
。
今

回
、
得
仁
堂
の
扉
を
開
き
特
別
に
拝
観
さ

せ
て
頂
い
た
。
東
日
本
で
は
一
番
古
い
石

造
ア
ー
チ
橋
、
円
月
橋
は
水
面
に
映
る
形

が
満
月
の
よ
う
に
み
え
る
こ
と
か
ら
つ
け

ら
れ
た
名
称
。
さ
ら
に
上
に
登
っ
て
い
く

と
八
卦
堂
跡
が
あ
り
そ
の
先
に
橋
が
架

か
っ
て
い
た
と
言
う
、
現
在
は
そ
の
橋
の

先
が
中
央
大
学
で
あ
る
。

丸
八
屋
ま
で
下
っ
て
き
た
そ
の
前
は

松
原
で
あ
る
。
昔
は
今
以
上
に
松
が
植
え

ら
れ
た
と
の
こ
と
だ
が
今
で
は
空
が
丸
見

え
で
あ
る
。
内
庭
へ
行
く
前
に
水
門
が
あ

り
こ
こ
で
水
位
の
調
整
を
し
て
い
る
。
内

庭
は
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
お
庭
で
あ
る
。
平

成
４
年
と
25
年
で
護
岸
等
の
修
復
工
事
を

し
た
。
こ
の
庭
は
石
橋
が
あ
っ
て
中
島
が

あ
っ
て
ま
た
石
橋
が
あ
る
。
こ
の
景
は
遠

近
法
を
う
ま
く
取
り
入
れ
計
画
さ
れ
た
場

所
で
あ
る
。

内
庭
か
ら
唐
門
跡
を
過
ぎ
る
と
う
っ

そ
う
と
し
た
山
の
景
が
現
れ
、
し
ば
ら

く
歩
く
と
水
音
（
寝
覚
滝
）
が
聞
こ
え

る
。
こ
こ
は
山
奥
で
あ
る
と
演
出
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
植
栽
管
理
の
仕
方
も
暗
い
空

間
に
な
る
よ
う
に
し
て
い
る
、
そ
し
て
暗

く
て
狭
い
空
間
か
ら
一
気
に
明
る
く
て
広

い
空
間
へ
と
変
わ
る
。
そ
の
広
場
は
紅
葉

林
で
池
を
挟
ん
で
目
の
前
が
蓬
莱
島
で
あ

る
。
現
在
復
旧
工
事
を
し
て
い
る
石
橋
で

は
胴
木
と
杭
は
抜
か
ず
利
用
し
て
再
度
石

組
を
し
て
い
る
。
白
糸
の
滝
は
現
在
調
査

中
で
進
行
中
で
あ
っ
た
。

終
了
予
定
は
15
時
で
あ
っ
た
が
１
時

間
は
オ
ー
バ
ー
し
て
し
ま
っ
た
。
庭
園
の

歴
史
や
修
復
の
意
義
、
方
法
、
盛
り
だ
く

さ
ん
の
内
容
と
、
龍
居
先
生
の
含
蓄
の
あ

る
話
を
聞
け
て
と
て
も
貴
重
な
体
験
で

あ
っ
た
。
残
念
な
の
が
正
田
氏
が
転
任
で

小
石
川
後
楽
園
の
セ
ン
タ
ー
長
で
な
く

な
っ
た
こ
と
で
す
。
こ
こ
ま
で
の
説
明
は

並
大
抵
の
努
力
で
は
で
き
な
い
と
思
う

し
、
引
継
で
全
部
伝
え
る
こ
と
は
で
き
る

と
は
思
え
ま
せ
ん
。
そ
こ
が
民
間
と
違
う

と
こ
ろ
で
す
が
、
願
わ
く
ば
志
あ
る
人
達

が
こ
の
庭
に
一
生
携
わ
れ
、
何
年
も
か
け

て
ゆ
っ
く
り
引
継
が
れ
れ
ば
と
思
い
ま

す
。
親
か
ら
子
へ
そ
し
て
孫
へ
と
。

（
正
会
員　

東
京
都
支
部
）

平
成
27
年
4
月
16
日

特
別
講
演
会

小
石
川
後
楽
園
　
い
ま
む
か
し

１
．
講
義　

10
時
30
分
～
12
時（
涵
徳
亭
）

　
　

龍
居
竹
之
介
名
誉
会
長

春
暖
快
適
の
こ
の
日
、
小
石
川
後
楽

園
の
歴
史
及
び
修
復
の
意
義
、
方
法
な
ど

に
つ
い
て
講
演
を
し
て
頂
い
た
。

▼
小
石
川
後
楽
園
の
今
昔
と

　

文
化
財
と
し
て
の
位
置

こ
の
庭
園
は
明
治
維
新
で
上
地
さ
れ
、

水
戸
徳
川
家
所
有
か
ら
国
有
地
と
な
り
、

兵
部
省
の
所
管
と
な
っ
た
。
後
に
陸
軍
省

東
京
砲
兵
工
廠
と
名
を
改
め
小
倉
に
移
転

す
る
に
伴
い
、
文
部
省
に
所
管
が
代
わ
り
、

管
理
は
東
京
市
が
行
っ
た
。
特
別
史
跡
及

び
特
別
名
勝
に
は
昭
和
27
年
に
指
定
さ
れ
、

現
在
は
東
京
都
の
管
轄
下
に
あ
り
、
同
建

設
局
公
園
緑
地
部
東
部
公
園
緑
地
事
務
所

が
担
当
、
管
理
は
現
在
、
東
京
都
公
園
協

会
が
受
託
し
て
い
る
。
要
す
る
に
私
の
お

庭
だ
っ
た
の
が
公
の
お
庭
に
変
わ
っ
た
こ

と
が
、
こ
の
庭
の
変
遷
の
中
で
一
番
大
き

い
こ
と
で
あ
っ
た
。
個
人
邸
宅
の
庭
と
、

一
般
の
人
々
の
た
め
に
提
供
さ
れ
る
庭
と

で
ま
っ
た
く
違
う
も
の
は
園
路
の
形
状
で

あ
り
、
庭
園
に
と
っ
て
私
か
ら
公
に
対
応

す
る
中
で
一
番
難
し
い
問
題
で
あ
る
。

▼
関
東
大
震
災
以
後
の
後
楽
園
の
歩
み

震
災
で
の
被
害
は
大
き
く
、
ほ
と
ん

ど
の
建
物
を
失
っ
た
。
震
災
の
復
旧
も
進

ま
ぬ
う
ち
に
、
再
び
第
２
次
大
戦
で
は
空

襲
に
よ
り
得
仁
堂
の
み
残
し
大
部
分
を
失

う
。
よ
う
や
く
戦
後
、
整
備
が
再
開
さ
れ

た
が
、
一
時
実
施
さ
れ
た
無
料
公
開
に
よ

り
人
為
的
荒
廃
を
招
い
た
。
そ
の
後
周
辺

に
東
京
ド
ー
ム
な
ど
建
物
が
次
々
と
出
現

し
景
観
上
の
問
題
と
な
り
、
庭
園
内
の
眺

め
は
狭
小
化
の
道
を
た
ど
る
。

▼
庭
園
修
復
の
計
画
と
現
状
と
将
来

平
成
４
年
か
ら
小
石
川
後
楽
園
の
保

存
・
復
原
計
画
が
開
始
さ
れ
た
が
内
庭
池

鈴
木
　
隆
治

小
石
川
後
楽
園
　
涵
徳
亭
お
よ
び
園
内

【
講
師
】　
龍
居
竹
之
介
名
誉
会
長
／
正
田
裕
之 

小
石
川
後
楽
園
サ
ー
ビ
ス
前
セ
ン
タ
ー
長

整備状況を説明する正田裕之前センター長

西湖堤から園内に入る

通天橋付近を見学する参加者たち

泉
と
石
橋
、
外
周
塀
の
整
備
、
東
祠
堂
の

解
体
復
元
、
得
仁
堂
の
防
火
対
策
、
唐
門

の
基
本
・
実
施
設
計
着
手
の
段
階
で
、
バ

ブ
ル
崩
壊
の
影
響
を
受
け
て
修
復
事
業
は

中
断
す
る
。

平
成
19
年
以
後
の
検
討
に
な
る
修
復

プ
ラ
ン
に
つ
い
て
は
平
成
28
年
ま
で
の
10

か
年
計
画
と
し
、
基
本
的
な
考
え
方
は
４

つ
の
視
点　

①
庭
園
構
成
要
素
と
し
て
の

重
要
性　

②
損
傷
の
程
度　

③
史
資
料
の

有
無
、
信
頼
性
、
妥
当
性　

④
利
用
状
況

（
現
状
又
は
復
元
後
の
見
通
し
）
で
行
う
。

進
め
方
は　

①
前
期
事
業
～
損
傷
の
著
し

い
施
設
の
修
復　

②
後
期
事
業
～
文
化
財

庭
園
の
価
値
を
高
め
る
た
め
の
復
元
と
す

る
。
平
成
23
年
以
後
の
修
復
事
業
の
展
開

の
あ
り
よ
う
と
し
て
は
、
前
期
事
業
の
最

初
と
し
て
大
泉
水
護
岸
の
修
復
を
決
定
し

開
始
し
て
い
る
。
修
復
方
針
の
一
部
か
ら

●
将
来
を
見
据
え
た
上
で
、
初
期
の
顔
で

あ
る
「
や
わ
ら
か
さ
」、
江
戸
期
の
大
名

庭
園
と
し
て
の
「
楽
し
み
」
や
「
景
観
」

が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
、
全
体
の
「
お
さ
ま

り
」
を
つ
け
る
。

●
大
泉
水
の
汀
線
は
、
現
在
の
位
置
を
基

本
と
し
護
岸
の
形
は
文
化
財
指
定
当
時
に

存
在
し
た
石
積
み
を
基
本
と
す
る
。

●
全
体
の
樹
木
の
あ
り
方
、
あ
る
べ
き
姿

を
検
討
し
な
が
ら
、
園
路
か
ら
見
て
護
岸

や
水
面
の
つ
な
が
り
を
重
視
す
る
。

●
護
岸
背
後
は
な
だ
ら
か
さ
を
出
し
て
護

岸
に
す
り
つ
け
る
。
護
岸
天
端
と
水
面
の

間
は
10
セ
ン
チ
程
度
と
す
る
。

現
在
（
平
成
27
年
４
月
）
大
泉
水
石

橋
（
一
つ
松
西
側
）
修
復
／
白
糸
瀧
上
流

修
復
／
蓮
池
護
岸
修
復
／
白
糸
瀧
修
復

▼
大
名
屋
敷
の
成
立
と

　

そ
の
衰
退
の
あ
り
よ
う

江
戸
幕
府
が
成
立
し
参
勤
交
代
が
制

度
化
さ
れ
る
と
土
地
の
７
割
は
武
家
屋
敷

が
占
め
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
総
面
積

は
1
2
0
0
百
万
坪
に
も
及
ん
だ
と
も

い
い
、
大
名
屋
敷
も
6
0
0
邸
も
の
数

を
数
え
た
。
残
る
３
割
の
土
地
を
社
寺
地

と
町
家
が
分
け
合
っ
て
い
た
と
い
う
の
だ

か
ら
、
土
地
利
用
に
は
大
変
な
ひ
ず
み
が

あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
れ
が
明
治
維
新

に
よ
っ
て
今
度
は
新
政
府
の
拠
点
と
し
て

選
ば
れ
た
の
が
、
東
京
と
名
を
改
め
た
江

戸
で
あ
っ
た
。
そ
の
一
つ
の
理
由
が
既
存

施
設
や
土
地
の
利
用
が
容
易
で
あ
る
こ
と

に
あ
っ
た
。
基
本
的
に
は
各
大
名
屋
敷
は

幕
府
の
所
有
に
か
か
る
た
め
徳
川
家
の
資



−   12−−   13−

福
田 

光
子

鑑
賞
研
究
部

春
季
庭
園
見
学
会

「
中
京
の
庭
を
訪
ね
て
」

3
月
15
日
（
日
）
午
後
、
東
京
都
文
京

区
目
白
台
で
表
記
の
講
演
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
講
演
に
先
立
ち
、
名
誉
会
長
の

龍
居
竹
之
介
氏
か
ら
講
師
紹
介
が
あ
り
ま

し
た
。
現
在
、京
都
造
形
芸
術
大
学
教
授（
京

都
大
学
農
学
博
士
）・
日
本
庭
園
研
究
セ
ン

タ
ー
所
長
を
務
め
ら
れ
、
国
内
外
で
の
多

彩
な
社
会
活
動
に
加
え
て
、
京
都
市
文
化

功
労
者
（
２
０
１
４
）
な
ど
の
数
々
の
受

賞
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

「
京
都
」
の
長
い
歴
史
の
中
で
、
不
幸
に

し
て
何
回
も
遭
遇
し
た
大
火
へ
の
回
避
意

識
が
そ
の
後
の
街
造
り
、
街
の
発
展
に
ど

の
よ
う
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
か
は
、
誰

も
が
関
心
を
持
つ
と
こ
ろ
で
す
。
社
寺
上

知
令
（
明
治
4
年
）
に
よ
り
南
禅
寺
の
衰

退
か
ら
土
地
の
流
動
化
と
別
荘
地
開
発
が

進
み
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
京
都
の
近
代
化

に
よ
り
琵
琶
湖
疏
水
が
竣
工
（
明
治
23
年
）

さ
れ
、
疏
水
の
水
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
琵

琶
湖
疏
水
略
図
と
南
禅
寺
界
隈
水
系
図
）、

水
の
流
れ
を
基
調
と
す
る
デ
ザ
イ
ン
が
出

現
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
水
力
発
電
が
登

場
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
工
業
地
化
か

ら
東
山
一
帯
の
風
致
保
存
へ
と
進
み
、
南

禅
寺
界
隈
に
庭
園
群
が
成
立
し
た
要
因
が

説
明
さ
れ
ま
し
た
。

つ
い
で
、
庭
園
の
空
間
構
成
・
意
匠
的

特
色
に
話
は
進
み
ま
し
た
。
主
屋
か
ら
庭

園
越
し
に
東
山
が
望
め
る
よ
う
に
東
西
軸

を
基
本
と
し
、
園
遊
会
も
で
き
る
解
放
的

な
芝
生
広
場
、
抹
茶
と
煎
茶
が
融
合
す
る

近
代
数
寄
空
間
（
つ
ま
り
、
煎
茶
的
要
素

を
も
つ
開
放
的
な
露
地
）
が
述
べ
ら
れ
、

水
に
こ
だ
わ
り
を
も
つ
山
縣
有
朋
の
話
に

移
り
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
鴨
川
・
高
瀬
川

か
ら
水
を
引
い
て
い
ま
し
た
が
、
疏
水
事

務
所
が
水
を
引
く
に
当
た
り
山
縣
は
寄
付

を
し
た
（
明
治
28
年
）
と
か
。
施
工
を
し

た
七
代
目
小
川
治
兵
衛
（
植
治
）
の
造
園

技
法
が
詳
し
く
説
明
さ
れ
、
明
治
29
年
に

今
の
無
鄰
菴
が
造
ら
れ
ま
し
た
。
身
近
な

自
然
を
原
寸
で
表
し
「
五
感
で
味
わ
う
庭

へ
」、
東
山
の
ア
カ
マ
ツ
林
と
の
連
続
性
、

水
の
流
れ
を
基
調
と
す
る
瀬
落
ち
・
沢
飛

び
・
蛇
籠
・
流
れ
蹲
踞
、
琵
琶
湖
か
ら
守

山
石
や
沖
ノ
島
石
を
運
び
、
さ
ら
に
、
山

陰
線
の
開
通
に
よ
り
城
崎
周
辺
か
ら
緑
色

凝
灰
岩
を
運
び
ま
し
た
。
そ
し
て
、
群
植

に
よ
る
植
生
の
意
外
性
を
演
出
し
た
こ
と

も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
他
に
、
並
河
靖
之
七
宝
記
念
館
、

平
安
神
宮
、
對
龍
山
荘
、
旧
和
楽
庵
、
流

響
院
、
清
流
亭
、
碧
雲
荘
、
有
芳
園
、
清

風
荘
、
白
河
院
、
都
ホ
テ
ル
佳
水
園
な
ど

も
含
め
、
特
徴
的
な
全
76
画
面
が
示
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
碧
雲
荘
の
チ
ャ
ー
ト
の

大
石
は
、
分
割
し
て
保
津
川
経
由
で
運
び
、

慎
重
に
組
み
上
げ
た
と
の
こ
と
で
、
岡
山

後
楽
園
で
も
同
じ
手
法
で
運
ん
だ
例
が
示

さ
れ
ま
し
た
。

講
演
は
途
中
休
憩
を
挟
ん
で
2
時
間

た
っ
ぷ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら

は
、
わ
か
り
や
す
く
、
と
て
も
有
意
義
な

講
演
会
だ
っ
た
と
の
声
が
口
々
に
聞
か
れ

ま
し
た
。
休
憩
時
間
に
は
、
講
師
の
著

書
3
種
類
（「
風
景
を
つ
く
る
」（
昭
和
堂

２
０
０
１
年
）、「
図
説　

茶
庭
の
し
く
み

‐
歴
史
と
構
造
の
基
礎
知
識
」（
淡
交
社

２
０
０
２
年
）、「
七
代
目
小
川
治
兵
衛　

山
紫
水
明
の
都
に
か
へ
さ
ね
ば
」（
ミ
ネ
ル

ヴ
ァ
書
房
２
０
１
２
年
））
と
「
庭
園
鑑
賞

の
あ
ゆ
み
」・「
庭
園
」
を
販
売
し
、
好
評

で
し
た
。
参
加
者
は
１
０
５
名
。

（
正
会
員　

鑑
賞
研
究
部
）

藤
枝 

修
子

鑑
賞
研
究
部

尼
﨑
博
正
氏
講
演
会
「
南
禅
寺
界
隈
の
庭
を
巡
っ
て
―

植
治
の
造
園
技
法
を
味
わ
う
」
要
約

6
月
11
、
12
日
、
龍
居
名
誉
会
長
、
奥

様
ご
参
加
の
下
、
寺
田
康
雄
氏
の
美
山
陶

房（
瀬
戸
市
）、永
保
寺
庭
園（
多
治
見
市
）、

有
楽
苑
・
犬
山
城
（
犬
山
市
）、白
鳥
庭
園
・

名
古
屋
城
二
の
丸
庭
園
と
茶
席
群
（
名
古

屋
市
）
を
巡
り
ま
し
た
。

見
学
会
を
前
に
3
月
16
日
、
龍
居
名

誉
会
長
に
よ
る
講
演
会
を
開
催
し
、
今
回

の
見
学
先
に
つ
い
て
の
概
要
を
伺
い
ま
し

た
。
南
北
朝
時
代
の
禅
僧 

無
窓
国
師
作

と
の
伝
承
が
あ
る
庭
園
（
永
保
寺
庭
園
）

か
ら
、
戦
国
時
代
の
城
郭
（
犬
山
城
）、

江
戸
時
代
初
期
の
城
郭
と
庭
園
（
名
古
屋

城
と
そ
の
庭
園
）、茶
席
と
露
地
（
如
庵
）、

そ
し
て
現
代
に
活
躍
す
る
寺
田
氏
の
陶
芸

の
世
界
、
平
成
に
生
ま
れ
た
白
鳥
庭
園
ま

で
、
中
世
か
ら
現
在
に
い
た
る
中
京
地
域

の
庭
に
接
す
る
旅
で
、
そ
れ
ぞ
れ
個
性
豊

か
な
庭
園
と
の
こ
と
で
、
大
い
に
期
待
が

膨
ら
み
ま
し
た
。

ま
ず
、
寺
田
氏
が
土
岐
市
で
発
掘
さ
れ

た
桃
山
期
の
遺
構
を
基
に
、
７
年
か
け
て

中
京
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
復
元
し
た
14

連
房
の
元
屋
敷
登
窯
と
穴
窯
を
見
学
し
、

そ
の
威
風
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。
火
の

回
り
方
、
釉
薬
、
灰
の
か
か
り
方
な
ど
で

陶
器
の
姿
が
ま
っ
た
く
変
わ
っ
た
も
の
に

な
る
と
の
説
明
に
、
作
品
を
見
た
い
と
の

我
々
の
希
望
で
氏
の
陶
房
へ
伺
い
素
晴
ら

し
い
作
品
の
数
々
を
拝
見
し
、
焼
成
の
不

思
議
を
改
め
て
認
識
し
ま
し
た
。

ま
た
、
つ
い
で
の
見
学
で
し
た
が
、
同

じ
中
京
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
あ
る
、
浅

田
真
央
さ
ん
を
始
め
多
く
の
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
選
手
を
輩
出
し
た
ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
も

見
学
し
ま
し
た
。
折
し
も
、
山
田
真
知
子

コ
ー
チ
が
指
導
中
で
、
建
物
の
素
晴
ら
し

さ
に
賞
賛
の
声
が
上
が
る
と
共
に
、
張
り

詰
め
た
雰
囲
気
に
身
が
引
き
締
ま
る
思
い

を
し
た
、
貴
重
な
見
学
で
し
た
。

次
に
向
か
っ
た
永
保
寺
庭
園
は
、
自
然

の
地
形
と
景
観
を
巧
み
に
利
用
し
、
観
音

堂
（
国
宝
）、
開
山
堂
（
国
宝
）
な
ど
を

配
し
て
築
造
さ
れ
た
無
窓
国
師
に
よ
る
中

世
禅
宗
の
庭
園
で
、伝
記
資
料
の
記
述「
山

水
の
景
物
、
天
に
図
画
を
開
く
ご
と
く
幽

致
な
り
、
師
の
心
に
よ
く
適
す
」
を
学
ん

だ
時
に
龍
居
名
誉
会
長
か
ら
伺
っ
た
、「
無

窓
国
師
に
と
っ
て
庭
を
つ
く
る
こ
と
と
宗

教
は
一
体
で
あ
る
」
と
の
言
葉
が
思
い
浮

か
び
ま
し
た
。

2
日
目
朝
、
名
鉄
の
力
で
犬
山
に
造
ら

れ
た
有
楽
苑
を
見
学
し
ま
し
た
。
堀
口
捨

己
氏
、
中
村
昌
生
氏
の
監
修
の
も
と
に
造

り
上
げ
ら
れ
た
苑
は
、
織
田
信
長
の
実
弟

で
大
茶
匠
で
あ
っ
た
織
田
有
楽
斎
が
京
都

建
仁
寺
内
に
建
て
た
茶
室
如
庵
（
国
宝
）

を
中
心
に
、
旧
正
伝
院
書
院
（
重
要
文
化

財
）、
復
元
さ
れ
た
元
庵
な
ど
を
配
し
た

も
の
で
、
直
前
ま
で
の
雨
で
緑
し
た
た
る

風
情
と
な
っ
た
中
、
露
地
を
巡
り
庭
園
を

鑑
賞
し
ま
し
た
。

次
に
、
木
曽
川
の
畔
に
建
つ
戦
国
時
代

生
ま
れ
の
現
存
す
る
唯
一
の
城
郭
、
犬
山

城
を
訪
れ
ま
し
た
。「
白
帝
城
」
と
も
呼

ば
れ
る
優
美
な
そ
の
姿
を
楽
し
み
、
最
上

階
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
歴
代
城
主
に
連
な

る
背
広
姿
の
現
城
主
成
瀬
氏
の
写
真
に
、

戦
国
時
代
か
ら
の
歴
史
の
繋
が
り
を
感
じ

ま
し
た
。

名
古
屋
へ
向
か
い
、
平
成
３
年
に
開
園

し
た
名
古
屋
市
内
最
大
級
の
日
本
庭
園 
白

鳥
庭
園
を
見
学
し
ま
し
た
。
こ
の
池
泉
回

遊
式
庭
園
は
、
築
山
を
御
嶽
山
、
そ
こ
か

ら
の
流
れ
を
木
曽
川
、
流
れ
込
む
池
を
伊

勢
湾
に
見
立
て
た
も
の
と
の
こ
と
で
し

た
。
ゴ
ミ
と
砂
で
埋
め
立
て
ら
れ
て
荒
涼

と
な
っ
た
広
大
な
貯
木
場
跡
地
を
、
深
山
幽

谷
の
雰
囲
気
ま
で
を
も
醸
し
出
す
、
緑
豊

か
な
水
郷
公
園
へ
と
変
革
し
た
名
古
屋
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
懐
の
深
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

次
に
名
古
屋
城
へ
向
か
い
、
先
ず
二
の

講演していただいた尼﨑博正先生永保寺庭園　臥龍池にかかる無際橋

犬山城天守閣は日本最古として名高い

白鳥庭園 木曽川源流部に見立てた滝

熱心に耳を傾ける参加者たち

2012 年に出版された尼﨑先生
の著書表紙
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■ 

私
の
日
本
庭

園
観ア

メ
リ
カ
生
活
、

早
や
25
年
。
日
本

庭
園
の
何
た
る
か

を
知
ら
ず
、
そ
の

価
値
も
十
分
認
め

る
こ
と
な
し
に
日

本
を
離
れ
た
私
が
、

今
、
そ
の
日
本
庭

園
に
「
活
か
さ
れ

て
い
る
」。
皮
肉

な
縁
と
は
言
え
る

が
、
こ
う
い
っ
た
例
は
珍
し
く
は
な
い
。

海
外
で
、自
ら
の
文
化
に
開
眼
さ
せ
ら
れ
、

教
え
ら
れ
る
。
凡
人
の
私
に
は
、「
高
い

と
こ
ろ
」
か
ら
大
局
を
見
る
見
識
は
な
い

が
、
有
難
い
こ
と
に
、
ア
メ
リ
カ
に
渡
っ

た
こ
と
に
よ
り
、
遠
く
か
ら
日
本
を
、
そ

し
て
日
本
庭
園
を
見
る
こ
と
が
出
来
た
。

高
所
・
遠
方
の
い
ず
れ
か
ら
も
、
普
段
見

落
と
し
が
ち
な
全
体
が
見
え
る
。

そ
の
過
程
で
、
日
本
庭
園
と
は
何
か
を

考
え
て
き
た
。
従
来
考
え
て
い
た
「
日
本

の
庭
園
」、
即
ち
、
日
本
人
の
作
る
、
日

世
界
遺
産
と
し
て
の
日
本
庭
園
観

米
国
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
日
本
庭
園
　
ガ
ー
デ
ン
・
キ
ュ
レ
ー
タ
ー   

内
山 

貞
文

本
に
あ
る
庭
園
、
か
ら
、「
日
本
庭
園
」

と
い
う
あ
る
特
徴
を
持
つ
庭
園
の
総
称
と

い
う
見
方
に
進
化
し
て
き
た
。
そ
う
思
わ

ざ
る
を
得
な
い
ほ
ど
、
世
界
中
に
沢
山
の

「
日
本
庭
園
」
が
あ
る
し
、
ま
た
今
も
作

り
続
け
ら
れ
て
い
る
。

日
本
国
内
の
名
園
を
含
め
、
世
界
中

に
あ
る
日
本
庭
園
を
ひ
と
ま
と
め
に
し
て

も
の
を
言
う
こ
と
は
、
日
本
人
に
と
っ
て

は
心
情
的
に
抵
抗
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い

が
、
こ
こ
で
は
そ
う
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

庭
園
の
出
来
栄
え
の
良
し
・
悪
し
は
、「
女

性
の
器
量
」
の
良
し
悪
し
を
言
う
に
等

し
い
。「
本
歌
」
と
「
写
し
」
を
同
じ
土

俵
の
上
で
吟
味
す
る
こ
と
と
同
じ
に
思
え

る
。
私
は
、日
本
庭
園
と
い
う
名
の
元
で
、

ど
ん
な
庭
園
を
作
ろ
う
と
か
ま
わ
な
い
と

い
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
い
い
も
の
・

本
物
を
作
っ
て
ほ
し
い
。
た
だ
、
出
来
上

が
っ
た
も
の
を
吟
味
す
る
と
同
時
に
、「
ど

う
し
て
」
作
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
に
も

し
っ
か
り
と
考
え
て
ほ
し
い
と
思
う
。
顔

だ
ち
・
言
葉
の
異
な
る
人
が
、
我
々
と
同

じ
も
の
を
作
ろ
う
と
努
力
し
て
き
た
。
ま

た
、
作
り
育
て
て
き
た
事
実
に
目
を
向
け

る
こ
と
が
大
切
な
よ
う
に
思
う
。
先
生
で

あ
る
我
々
に
は
そ
の
義
務
が
あ
る
か
と
思

う
。ポ

ー
ト
ラ
ン
ド
日
本
庭
園
も
そ
う
し

て
出
来
た
海
外
の
日
本
庭
園
の
一
つ
で
あ

る
。
私
は
そ
の
庭
園
を
「
美
」
と
し
て
の

み
な
ら
ず
、「
場
」
と
し
て
育
て
よ
う
と

し
て
い
る
。
人
が
集
い
、

思
い
を
持
ち
集
ま
り
、
そ

し
て
有
意
義
な
学
習
・
体

験
が
で
き
る
場
と
し
て
で

あ
る
。
抽
象
的
な
言
い
方

で
は
あ
る
が
、
日
本
庭
園

に
は
そ
う
い
う
「
場
」
と

し
て
の
良
さ
と
意
味
あ
い

が
あ
る
。

■ 

日
本
庭
園
が
内
包
す

る
普
遍
的
な
も
の

日
本
庭
園
が「
わ
か
る
」

と
か
「
わ
か
ら
な
い
」
と

我
々
（
専
門
家
）
は
よ
く

言
う
。
確
か
に
、
そ
の
歴

史
・
意
匠
・
技
法
を
読
み

取
り
、
鑑
賞
で
き
る
こ
と

は
、
意
味
が
あ
り
、
大
切

な
こ
と
で
あ
る
。私
自
身
、

そ
う
で
き
る
よ
う
に
精
進

し
て
い
る
。
し
か
し
、
日
本
人
・
外
人
に

限
ら
ず
、
一
般
の
方
は
、
そ
れ
を
「
好
き
」

「
嫌
い
」
と
い
う
簡
潔
な
言
葉
で
言
い
表

す
。
私
は
こ
の
言
葉
を
過
小
評
価
し
、
見

逃
し
て
は
な
ら
な
い
と
思
う
。
何
が
・
な

ぜ
、
そ
う
言
わ
せ
て
い
る
の
か
を
。

ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
日
本
庭
園
に
は
、
年

間
30
万
の
来
園
者
が
あ
る
。
北
米
に
あ
る

２
０
０
を
超
え
る
「
日
本
庭
園
」
を
合
わ

せ
る
と
、
金
閣
・
銀
閣
・
天
竜
寺
の
拝
観

者
を
上
回
る
数
の
人
が
、
そ
れ
ら
の
庭
園

を
訪
れ
て
い
る
に
違
い
な
い
。
そ
れ
く
ら

い
沢
山
の
人
が
「
わ
か
ら
な
い
」
の
に
「
好

き
」
だ
か
ら
庭
園
に
や
っ
て
く
る
。
ポ
ー

ト
ラ
ン
ド
日
本
庭
園
に
は
、
毎
日
・
毎
週

や
っ
て
く
る
人
が
沢
山
い
る
。
お
じ
い
さ

ん
お
ば
あ
さ
ん
に
連
れ
ら
れ
て
き
た
思
い

出
を
持
つ
、
3
代
目
の
来
園
者
も
多
い
。

私
は
、
そ
う
い
う
人
達
を
見
な
が
ら
、「
ど

う
し
て
日
本
庭
園
を
訪
ね
る
の
か
」
と
い

う
単
純
な
事
実
を
純
粋
に
考
え
て
き
た
。

生
き
物
と
し
て
の
人
間
の
姿
は
3
万

年
以
上
変
わ
っ
て
い
な
い
。
と
い
う
か
、

そ
れ
ほ
ど
進
化
し
て
い
な
い
と
い
え
る
。

3
万
年
前
に
す
で
に
完
成
さ
れ
た
体
型
と

機
能
を
持
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
目
の
色
や
喋
る
言
葉
が
違
っ
て
い
て

も
、
そ
の
、
二
本
足
で
歩
く
「
六
尺
」
の

身
の
丈
の
生
き
物
が
、
本
能
的
に
感
じ
・

思
い
求
め
る
も
の
に
は
大
差
な
い
と
私
は

思
う
。
そ
の
一
つ
が
自
然
へ
の
依
存
性
・

共
存
性
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
日
本
人
に
限

ら
ず
世
界
中
の
人
間
の
体
に
プ
ロ
グ
ラ
ム

さ
れ
て
い
る
。「
自
然
の
尊
重
」
に
根
ざ

し
て
き
た
日
本
庭
園
（
１
）
に
は
そ
れ
を

感
じ
さ
せ
る
何
か
を
内
包
し
て
お
り
、
そ

れ
が
人
に
語
り
か
け
る
。
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド

日
本
庭
園
、
そ
し
て
世
界
中
に
あ
る
数
え

き
れ
な
い
ほ
ど
の
「
日
本
庭
園
」
を
訪

れ
る
沢
山
の
人
に
、
庭
園
が
普
遍
的
な
言

葉
で
語
り
か
け
て
い
る
と
日
々
感
じ
て
い

る
。

■ 

世
界
遺
産
と
し
て
の
日
本
庭
園

進
士
五
十
八
先
生
の
著
書
「
日
本
の
庭

園
」
の
冒
頭
に
は
「
日
本
庭
園
は
、
世
界

に
誇
る
日
本
文
化
の
代
表
で
あ
る
」（
２
）

と
あ
る
。
正
に
そ
の
通
り
。
沢
山
の
方
が

そ
う
思
う
に
違
い
な
い
。
日
本
が
世
界
に

誇
る
文
化
遺
産
で
あ
る
と
。
進
士
先
生
は

さ
ら
に
続
け
る
、
石
庭
・
茶
庭
・
回
遊
式

等
々
、
さ
ま
ざ
ま
な
型
式
を
持
つ
日
本
の

「
庭
園
群
を
、
な
ぜ
一
つ
の
様
式
『
日
本

庭
園
』
と
し
て
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
理
由
の
最
大
の
も

の
は
、『
自
然
の
尊
重
』『
自
然
そ
の
ま
ま

の
尊
重
』
に
あ
る
と
考
え
た
い
。」（
１
）

２
０
１
３
年
12
月
、
ユ
ネ
ス
コ
（
国
連

教
育
科
学
文
化
機
関
）
は
日
本
の
食
文
化

「
和
食
」
を
世
界
無
形
文
化
遺
産
に
登
録

し
た
。
そ
の
検
討
会
を
動
か
し
た
の
は
、

日
本
の
食
文
化
の
背
景
に
あ
る
「
自
然
の

丸
庭
園
を
見
学
し
ま
し
た
。
初
代
藩
主
の

頃
は
中
国
趣
味
だ
っ
た
と
の
こ
と
で
す
が
、

幕
末
に
は
和
風
の
庭
に
な
っ
た
と
の
こ
と
。

明
治
以
降
は
旧
陸
軍
が
用
い
て
い
た
名
残

も
あ
っ
て
荒
れ
て
お
り
、
現
在
整
備
を
進

め
て
い
る
最
中
で
し
た
が
、
大
胆
な
意
匠

の
庭
で
あ
っ
た
こ
と
の
一
端
を
感
じ
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
庭
園
と
石
垣
の
修
復

に
は
、
50
年
と
も
1
0
0
年
と
も
云
わ
れ

る
年
月
を
要
す
る
と
の
説
明
に
、
気
が
遠

く
な
る
想
い
が
し
た
と
共
に
、
名
古
屋
城

の
威
光
を
改
め
て
認
識
し
ま
し
た
。

続
い
て
、
名
古
屋
城
天
守
閣
の
背
後
に

点
在
す
る
茶
室
群
を
訪
れ
ま
し
た
。
古
田

織
部
が
名
古
屋
城
築
城
時
に
造
っ
た
と
い

う
猿
面
茶
席（
戦
災
焼
失
で
戦
後
に
再
建
）

に
ま
つ
わ
る
、
信
長
が
秀
吉
に
、
柱
の
節

目
が
「
汝
の
面
の
如
し
」
と
戯
れ
た
と
い

う
い
わ
れ
を
始
め
、
い
く
つ
も
の
茶
室
の

歴
史
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
興
味
深
く
伺
い
ま

し
た
。

大
変
素
晴
ら
し
い
、
心
に
残
る
見
学
会
で

し
た
と
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
、
改
め
て
中
京

の
地
の
歴
史
と
文
化
の
素
晴
ら
し
さ
を
躰
で

感
じ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
今
回
は
、
事

前
の
講
演
会
で
知
識
を
得
て
か
ら
見
学
す
る

こ
と
に
よ
り
、
深
く
鑑
賞
す
る
こ
と
が
出
来

た
と
共
に
、
鑑
賞
眼
も
養
わ
れ
、
当
初
の
期

待
を
も
上
回
る
大
き
な
充
実
感
を
得
た
見
学

会
と
な
り
ま
し
た
。
興
味
深
い
企
画
と
、
そ

の
実
行
に
ご
尽
力
下
さ
っ
た
方
々
に
深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
正
会
員　

鑑
賞
研
究
部
）

特 別 寄 稿

名古屋城内茶室群のひとつ猿面茶席

犬山城をバックに集合写真

枝垂れもみじ

石庭に見入る少年
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① 

平
成
27
年
3
月
7
日
〜
8
日

② 

平
成
27
年
4
月
18
日
〜
19
日

り
、
石
道
具
の
扱
い
方
・
石
の
割
り
方
・

根
石
の
並
べ
方
な
ど
の
実
演
講
義
、
そ
し

て
石
積
み
の
実
践
と
な
り
ま
す
。
座
学
講

座
の
テ
キ
ス
ト
で
は
、「
表
現
す
る
た
め

の
技
術
を
習
得
す
る
。
技
術
が
な
け
れ

ば
思
い
描
く
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
形
に

で
き
ま
せ
ん
。
表
現
の
た
め
の
技
術
で

す
。」
と
あ
り
、
表
現
の
た
め
に
座
学
で

思
い
描
い
た
石
積
み
の
姿
を
ス
ケ
ッ
チ
し

ま
す
。
そ
の
ス
ケ
ッ
チ
を
基
に
、
実
践
で

は
石
の
形
を
イ
メ
ー
ジ
し
な
が
ら
石
積
み

を
行
い
ま
す
が
、
思
い
描
い
た
通
り
に
は

い
き
ま
せ
ん
。
数
あ
る
石
の
中
か
ら
思
い

描
い
た
石
を
探
す
こ
と
か
ら
は
じ
ま
る
の

で
す
が
、
例
え
ば
20
セ
ン
チ
程
の
5
角
形

の
根
石
で
あ
れ
ば
、
1
辺
が
10
セ
ン
チ
で

あ
る
か
、
天
端
は
内
方
向
へ
下
が
り
勾
配

か
、
又
そ
の
形
は
石
を
乗
せ
る
事
が
で
き

る
か
、
こ
の
側
面
の
形
で
次
の
石
が
並
ぶ

か
、
加
工
作
業
は
少
な
く
て
済
む
か
、
な

ど
考
え
な
が
ら
選
ん
で
い
く
の
で
す
が
、

天
端
に
近
づ
く
ほ
ど
選
択
肢
は
限
ら
れ
て

く
る
の
で
使
い
や
す
そ
う
な
角
石
・
天
端

石
は
残
し
て
お
く
。
な
ど
の
制
約
が
あ
る

か
ら
大
変
で
す
。
考
え
れ
ば
考
え
る
ほ
ど

イ
メ
ー
ジ
し
た
石
を
思
う
よ
う
に
選
ぶ
こ

と
が
で
き
ず
、
講
師
の
方
に
状
況
を
説
明

し
て
、
石
を
選
ん
で
も
ら
う
こ
と
に
な
り

まず座学から始まる

苦労して積んだ石積みの前で

石
積
み
に
対
し
て
私
は
以
前
か
ら
、

ど
の
よ
う
な
工
程
で
積
ま
れ
て
い
る
の

か
。そ
の
構
造
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

石
の
配
置
バ
ラ
ン
ス
・
組
み
合
わ
せ
の
美

し
さ
は
ど
こ
か
ら
来
る
も
の
か
。
な
ど
の

疑
問
を
実
践
に
よ
り
、
解
決
で
き
れ
ば
と

い
う
思
い
が
あ
り
、
今
回
の
講
座
に
参
加

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

２
日
間
の
講
座
で
は
座
学
か
ら
始
ま

「
実
践
！
」
に
よ
り
技
術
を
習
得
す
る

石
渡
　
祐
輔

平
成
27
年
度

愛
知
県
支
部

第
6
回
　
実
践
！ 

石
積
み
講
座

　
　
　
　
　（
基
礎
編
／
中
級
編
）

愛
知
県
支
部

支
部
活
動
報
告

ま
す
。
ま
た
、
選
ん
で
も
ら
っ
た
石
を
加

工
す
る
際
に
は
、
実
演
講
義
を
思
い
出
し

な
が
ら
の
石
割
り
作
業
に
な
り
ま
す
。
実

演
で
は
講
師
の
方
が
石
頭
・
ノ
ミ
を
使

い
、
一
定
の
リ
ズ
ム
で
テ
ン
ポ
良
く
石
を

割
っ
て
お
り
、
そ
の
や
り
方
に
従
い
、
石

割
り
を
行
う
の
で
す
が
同
じ
よ
う
に
割
れ

ま
せ
ん
。
し
か
し
2
日
目
の
午
後
に
は
リ

ズ
ム
や
テ
ン
ポ
は
講
師
の
方
の
よ
う
に
は

で
き
ま
せ
ん
が
自
分
が
意
図
し
た
よ
う
に

割
る
こ
と
が
で
き
る
時
も
あ
り
、
何
と
な

く
コ
ツ
の
よ
う
な
も
の
が
判
り
つ
つ
あ
る

状
態
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
事
か
ら
講
座

の
テ
ー
マ
に
「
実
践
！
」
と
あ
る
よ
う
に
、

実
際
に
道
具
を
扱
い
、
石
を
割
る
こ
と
が

技
術
を
習
得
す
る
上
で
何
よ
り
必
要
だ
と

思
い
ま
し
た
。

講
座
を
終
え
た
今
で
は
、
会
社
ま
で

の
通
勤
や
会
社
か
ら
現
場
に
向
か
う
途
中

に
目
に
す
る
公
園
や
個
人
邸
な
ど
の
石
積

尊
重
」
で
あ
っ
た
。
私
は
こ
の
発
表
が
な

さ
れ
る
数
年
前
の
2
0
0
8
年
、「
能
楽
」

「
人
形
浄
瑠
璃
文
楽
」「
歌
舞
伎
」
が
世
界

無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
頃
か
ら
、

無
形
文
化
と
し
て
の
「
日
本
庭
園
」
の
ユ

ネ
ス
コ
登
録
を
心
に
描
い
て
き
た
。

そ
れ
を
遡
る
こ
と
20
年
、
１
９
９
４
年

に
は
金
閣
寺
・
天
竜
寺
を
含
む
古
都
京
都

の
文
化
財
が
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
。

法
隆
寺
・
姫
路
城
に
次
ぐ
日
本
で
三
番
目

の
世
界
文
化
遺
産
登
録
で
あ
っ
た
。「
も

の
」
と
し
て
、
ま
た
「
技
」
と
し
て
の
庭

園
遺
産
は
金
閣
寺
・
天
竜
寺
と
い
う
「
形
」

と
し
て
残
さ
れ
た
。
そ
の
一
方
に
、
無
形

文
化
と
し
て
、
世
界
を
風
靡
す
る
日
本
庭

園
の
姿
が
あ
る
。
こ
れ
ほ
ど
、
世
界
中
隈

無
く
、
ま
た
長
期
に
渡
っ
て
広
が
っ
た
日

本
の
文
化
は
他
に
例
を
見
な
い
。
海
外
に

現
存
す
る
最
も
古
い
日
本
庭
園
は
優
に

１
０
０
年
を
超
え
る
。
１
０
０
年
を
超
え

て
作
ら
れ
管
理
さ
れ
続
け
る
も
の
。即
ち
、

時
間
と
お
金
の
「
投
資
の
対
象
」
と
な
り

得
る
も
の
は
、
有
形
・
無
形
に
限
ら
ず
、

人
が「
必
要
」と
す
る
、あ
る
意
味
で
の「
イ

ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
」
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
単
な
る
「
人
気
」
や
「
流
行
」

で
は
そ
う
は
い
か
な
い
。

日
本
庭
園
の
「
美
」
は
京
都
、
そ
し
て

平
泉
で
世
界
遺
産
と
な
っ
た
。
一
方
、
世

界
中
の
人
々
の
心
を
癒
し
豊
か
に
す
る
、

日
本
庭
園
の
「
用
」
も
世
界
の
文
化
遺
産

と
し
て
登
録
さ
れ
る
に
ふ
さ
わ
し
い
。
こ

こ
数
年
、
国
内
外
の
有
識
者
の
方
々
に
こ

の
ア
イ
デ
ア
を
投
げ
か
け
て
み
た
。
共
通

す
る
答
え
は
「
ふ
ー
ん
」
と
頷
く
だ
け
で
、

有
難
い
こ
と
に
、
誰
一
人
と
し
て
「
と
ん

で
も
な
い
」
と
い
う
人
は
い
な
か
っ
た
。

皆
一
様
に
、
最
後
に
一
言
「
そ
れ
は
大
変

だ
よ
」と
加
え
る
。何
年
か
か
る
か
、ま
た
、

そ
の
実
現
の
可
能
性
は
如
何
に
、
云
々
。

し
か
し
、
私
は
、
登
録
の
プ
ロ
セ
ス
が
長

け
れ
ば
長
い
ほ
ど
良
い
と
思
っ
て
い
る
。

日
本
庭
園
が
候
補
と
し
て
髙
く
掲
げ
ら
れ

る
こ
と
に
意
味
が
あ
る
。
そ
れ
が
長
け
れ

ば
長
い
ほ
ど
良
い
。我
々
に
続
く
後
輩
は
、

庭
師
と
呼
ば
れ
る
の
み
な
ら
ず
、「
世
界

文
化
遺
産
」
を
継
承
す
る
人
と
な
り
得
る

か
ら
で
あ
る
。

4
月
18
～
19
日
、
愛
知
県
支
部
主
催

で
お
し
ゃ
楽
常
滑
資
料
セ
ン
タ
ー
に
て

開
催
さ
れ
た
石
積
み
講
習
会
に
参
加
し

ま
し
た
。
今
回
小
端
積
み
と
野
面
積
み
の

２
通
り
の
実
践
研
修
が
あ
り
、
私
は
野

面
積
み
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
の
で
す
が

１
日
目
受
付
開
始
後
、
石
積
み
を
始
め

る
前
の
座
学
で
取
組
む
寸
法
を
想
定
し
、

仕
上
が
り
ま
で
の
イ
メ
ー
ジ
を
テ
キ
ス

ト
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
角
の
根
石
か

ら
順
に
次
は
こ
ん
な
形
の
石
、
長
い
石

や
短
い
石
、
形
や
バ
ラ
ン
ス
よ
く
描
い

て
い
る
と
つ
い
谷
を
つ
く
る
積
み
方
で

「
石
の
顔
・
石
の
心
」
を

見
極
め
る
こ
と
の
大
切
さ

伊
藤
　
一
人

み
に
対
す
る
見
方
・
考
え
方
が
変
わ
り
ま

し
た
。
目
に
映
る
も
の
だ
け
で
な
く
、
作

り
手
の
考
え
を
見
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と

で
す
。
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
配
石
に
し
た
の

か
。
こ
の
石
が
こ
の
位
置
に
あ
る
の
は
な

ぜ
だ
ろ
う
。
こ
の
部
分
は
苦
労
し
た
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
な
ど
、
気
に
な
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
講
座
で
の
経
験
を
踏

ま
え
、
実
際
に
そ
の
石
積
み
に
係
わ
っ
て

い
る
意
識
を
持
つ
よ
う
心
掛
け
て
い
ま

す
。
こ
の
先
の
目
標
は
私
な
ら
こ
う
し
て

い
た
と
か
、
こ
の
よ
う
に
し
た
ら
、
さ
ら

に
良
い
の
で
は
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
会
員
師
弟　

東
京　

高
橋
植
木
勤
務
）

■　

引
用
文
献

（
１
）『
日
本
の
庭
園
：
造
景
の
技
と
こ

こ
ろ
』
進
士
五
十
八
、（
21
ペ
ー
ジ
）、

中
央
新
書
、
２
０
１
０
年

（
２
）『
日
本
の
庭
園
：
造
景
の
技
と
こ

こ
ろ
』
進
士
五
十
八
、（「
ｉ
」
ペ
ー
ジ
）、

中
央
新
書
、
２
０
１
０
年

内
山
貞
文
（
う
ち
や
ま
・
さ
だ
ふ
み
）

１
９
５
５
年
福
岡
県
生
ま
れ
。
明
治
後
期
か
ら
造

園
業
を
営
む
家
に
生
ま
れ
、
幼
少
の
頃
よ
り
職
人
の

手
ほ
ど
き
を
受
け
る
。
タ
ン
ザ
ニ
ア
、
イ
エ
メ
ン
で

の
開
発
協
力
を
経
て
１
９
８
８
年
に
渡
米
し
、
イ
リ

ノ
イ
大
学
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
ア
ー
キ
テ
ク
ト
学
士
号

お
よ
び
修
士
号
を
取
得
。
日
米
両
国
で
の
造
園
経
験

を
生
か
し
、
私
邸
か
ら
公
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ま
で
幅

広
い
分
野
を
手
掛
け
る
。

上の池と観月橋

書を見る少女



−   18−−   19−

伊
藤 

春
男

新
潟
県
支
部

新
潟
支
部
は
全
国
一
活
動
し
て
い
る
支

部
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

平
成
2
～
4
年
、
本
部
主
催
の
伝
統
庭

園
技
塾
を
本
県
・
新
発
田
で
開
催
さ
せ
て

頂
い
て
以
来
、
支
部
の
主
催
で
県
内
各
地

に
お
い
て
伝
統
庭
園
技
塾
を
毎
年
開
催
し

て
参
り
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
末
Ｂ
Ｓ
・

Ｔ
Ｂ
Ｓ
で
、
荒
廃
し
て
い
た
銀
閣
寺
の
庭

を
発
掘
し
た
庭
師
と
し
て
紹
介
さ
れ
た
郷

土
の
先
人
「
田
中
泰
阿
弥
」
の
研
究
会
を

平
成
6
年
に
発
足
さ
せ
、
全
国
各
地
に
あ

る
庭
の
実
測
調
査
を
行
い
、
今
迄
に
図
録

三
巻
を
発
刊
し
て
お
り
ま
す
。

他
に
県
内
外
研
修
会
を
行
い
、
県
外
で

は
昨
年
、
鳥
取
県
に
田
中
泰
阿
弥
の
足
跡

を
訪
ね
て
お
り
ま
す
。

支
部
と
し
て
の
悩
み
は
、
高
い
会
費
を

戴
き
な
が
ら
行
事
に
参
加
し
て
も
ら
え
な

い
方
々
を
ど
う
し
た
ら
参
加
し
て
頂
け
る

か
で
す
。
参
加
し
易
い
様
に
、
昨
年
は
県

内
研
修
を
県
内
各
地
の
若
手
が
造
園
し
た

庭
を
中
心
に
、
日
帰
り
で
年
3
回
開
催
す

る
な
ど
工
夫
し
ま
し
た
が
多
勢
参
加
と
は

な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

最
近
思
う
事
は
、「
庭
」
と
は
何
か
を

考
え
語
り
合
う
機
会
が
、
私
自
身
を
含
め

少
な
く
な
っ
て
い
る
事
で
す
。
伝
統
庭
園

技
塾
か
ら
派
生
し
、
河
西
力
氏
が
「
特
別

庭
園
研
究
会
」
石
室
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立

支
部
だ
よ
り

ち
上
げ
、
熱
海
で
3
年
間
毎
月
第
4
土
・

日
曜
日
に
集
ま
り
、昼
間
は
石
室
を
築
き
、

夜
は
「
庭
」
に
つ
い
て
討
論
す
る
事
を
続

け
て
い
ま
し
た
。

「
庭
」
と
は
技
術
で
造
る
の
で
は
な
く
、

造
る
事
に
至
る
精
神
の
置
き
所
に
あ
る
と

多
く
語
り
合
っ
た
と
思
い
ま
す
。
石
室
完

成
後
は
研
究
会
を
新
潟
に
移
し
、
里
山
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

棚
田
で
米
を
作
り
な
が
ら
、「
晴
れ
の

日
」
に
作
物
を
捧
げ
祭
る
事
か
ら
、
石
を

立
て
て
庭
を
造
る
事
に
至
っ
た
と
思
い
、

米
を
食
べ
る
事
に
よ
り
生
き
る
事
の
根
源

か
ら
庭
へ
繋
が
っ
た
と
考
え
、
10
年
位
続

け
ま
し
た
。

平
成
25
年
か
ら
の
宮
城
県
で
の
伝
統

庭
園
技
塾
は
、
全
国
の
同
世
代
の
人
達
と

「
庭
」を
語
り
合
う
チ
ャ
ン
ス
で
す
。30
代
・

長
い
こ
と
日
本
庭
園
協
会
の
運
営
に
努

力
し
て
下
さ
っ
た
、
中
瀬
操
さ
ん
が
亡
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
。

平
成
27
年
3
月
30
日
早
朝
の
こ
と
、
満

95
歳
を
明
日
に
迎
え
る
と
い
う
日
で
あ
っ

た
。
お
元
気
な
ご
様
子
し
か
頭
に
な
い
当

方
と
し
て
は
奥
様
か
ら
お
知
ら
せ
を
頂
い

て
も
、
す
ぐ
ピ
ン
と
は
こ
な
か
っ
た
が
、

次
第
に
現
実
感
が
増
し
て
く
る
と
、
や
り

き
れ
な
さ
と
様
々
な
思
い
出
が
錯
綜
し
て
、

身
体
か
ら
力
が
抜
け
て
行
っ
た
。
実
際
、

ご
一
緒
に
本
協
会
の
運
営
に
当
た
っ
て
く

る
中
で
、
一
番
お
世
話
に
な
っ
た
の
が
中

瀬
さ
ん
だ
っ
た
か
ら
だ
。

協
会
の
技
術
指
導
の
中
心
と
い
え
ば
、

飯
田
十
基
、
斉
藤
勝
雄
、
岩
城
亘
太
郎
、

柴
田
基
之
介
、
磯
田
準
一
郎
、
小
形
研
三

さ
ん
た
ち
明
治
生
ま
れ
の
大
家
の
名
が
欠

か
せ
な
い
が
、
実
際
の
会
の
運
営
や
若
者

へ
の
技
術
の
指
導
の
先
頭
に
立
た
れ
た
の

は
、
大
正
後
半
生
ま
れ
の
中
瀬
さ
ん
で

あ
っ
た
。

し
か
し
そ
れ
は
中
瀬
さ
ん
の
庭
へ
の
深

い
関
心
と
熱
い
探
究
心
が
、
諸
大
家
か
ら

認
め
ら
れ
た
結
果
で
も
あ
っ
た
。
か
く
て

多
く
の
大
先
輩
の
意
を
帯
し
つ
つ
、
技
術

部
会
を
リ
ー
ド
さ
れ
続
け
た
。
中
で
も
青

年
部
会
の
創
設
を
発
案
さ
れ
な
が
ら
、
多

忙
で
面
倒
を
見
き
れ
な
か
っ
た
小
形
さ
ん

に
代
わ
っ
て
、
牽
引
さ
れ
た
功
績
は
大
き

か
っ
た
。
こ
う
し
て
伝
統
庭
園
技
塾
の
活

動
に
も
尽
く
さ
れ
た
が
、
そ
の
間
、
ご
自

身
の
研
究
そ
の
も
の
も
休
み
な
く
行
わ
れ

た
。
疑
問
に
思
え
ば
大
先
輩
は
も
ち
ろ
ん

若
い
人
た
ち
に
も
す
ぐ
質
問
の
矢
を
浴
び

せ
ら
れ
た
が
、
こ
れ
は
な
か
な
か
出
来
な

い
こ
と
だ
と
、
い
つ
も
脇
か
ら
感
銘
を
受

け
た
こ
と
だ
っ
た
。

そ
の
一
方
で
、
画
家
志
望
の
夢
も
持
た

れ
て
い
た
と
い
う
だ
け
に
、
そ
の
作
品
は

決
し
て
古
典
の
形
に
ば
か
り
囚
わ
れ
て
は

い
な
い
。
あ
く
ま
で
も
現
代
人
の
暮
ら
し

と
心
を
庭
の
創
造
が
、
目
標
だ
っ
た
。
国

内
外
を
通
じ
て
の
活
動
を
拝
見
し
た
と
き
、

中
瀬
さ
ん
の
原
動
力
は
〈
あ
く
こ
と
な
き

探
究
心
〉
に
あ
っ
た
と
、
私
に
は
思
え
て

な
ら
な
い
。
そ
し
て
こ
れ
こ
そ
、
中
瀬
さ

ん
が
後
輩
た
ち
に
贈
ら
れ
た
未
来
永
劫
に

続
く
教
え
だ
ろ
う
。
長
い
こ
と
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
れ
か
ら
も

若
者
た
ち
を
、
日
本
庭
園
協
会
を
お
見
守

り
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
ゆ
っ
く
り
小
形
さ

ん
と
思
う
ま
ま
の
庭
談
義
も
な
さ
っ
て
く

だ
さ
い
。

さ
よ
う
な
ら
。　
　
　
　
（
名
誉
会
長
）

描
い
て
し
ま
い
苦
労
し
ま
し
た
。
そ
し
て

石
道
具
の
基
本
的
な
扱
い
か
ら
、
実
際
に

石
を
割
る
上
で
の
注
意
、
そ
し
て
差
し
石

の
作
法
を
学
び
「
石
の
顔
・
石
の
心
」
を

見
極
め
る
事
が
非
常
に
重
要
で
石
が
ど
ち

ら
へ
転
び
た
い
か
を
理
解
し
根
石
が
い
か

に
大
切
か
と
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
初
日

の
夜
に
は
懇
親
会
が
あ
り
、
全
国
か
ら
集

ま
っ
た
仲
間
た
ち
と
交
流
を
持
て
る
の
も

こ
の
講
習
会
の
魅
力
で
す
。
親
切
に
技
術

を
教
え
て
下
さ
っ
た
講
師
の
皆
様
、
色
々

サ
ポ
ー
ト
し
て
下
さ
っ
た
、
お
し
ゃ
楽
ス

タ
ッ
フ
の
皆
様
、
大
変
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
こ
の
講
座
で
の
経
験
を
今
後
の
仕
事

に
活
か
せ
る
よ
う
に
努
力
し
て
行
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
次
回
も
是
非
参
加
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
会
員
師
弟　

新
潟　

英
香
園
勤
務
）

40
代
の
青
年
庭
師
は
是
非
参
加
し
、
新
し

い
時
代
を
築
く
庭
師
と
し
て
多
く
誕
生
す

る
事
を
望
み
ま
す
。

（
評
議
員　

新
潟
県
支
部
長
）

中
瀬 

操
さ
ん
の
探
究
心
を
受
け
継
ご
う

龍
居  

竹
之
介

㉑

春季県内研修会で語り合う支部会員

田中泰阿弥の手記等と照らし合わせ見分けする様子

世代をこえて意見交換をする

夏季県内研修会ではコケの生産現場を訪ねた 鳥取の尾崎氏庭園ではご当主から掛軸の説明を聞く

鈴木富幸講師（左端）と参加した仲間たち
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1996-10 月　より
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今
年
は
太
平
洋
戦
争
が
終
結
し
て
70

年
と
い
う
節
目
の
年
で
、
戦
争
に

ま
つ
わ
る
様
々
な
こ
と
が
話
題
と
な
っ
て

い
る
。
戦
争
に
ま
つ
わ
る
こ
と
で
昨
年

来
、
気
に
か
か
る
こ
と
が
あ
る
。
本
協
会

と
も
縁
の
深
い
米
国
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
日
本

庭
園
の
学
芸
員
で
あ
る
内
山
貞
文
氏
が
来

日
し
た
折
に
聞
い
た
こ
と
だ
が
、
日
米
戦

争
に
お
け
る
日
系
ア
メ
リ
カ
人
の
強
制
収

容
所
で
、
収
容
さ
れ
た
人
々
に
よ
っ
て
日

本
庭
園
が
造
ら
れ
て
い
た
と
い
う
事
実

だ
。
財
産
を
処
分
し
最
低
限
必
要
な
身
の

回
り
の
物
だ
け
の
所
持
し
か
許
さ
れ
ず
、

過
酷
な
労
働
を
強
い
ら
れ
る
極
限
の
状
態

で
日
本
庭
園
を
造
る
な
ん
て
私
に
は
考
え

ら
れ
な
い
こ
と
だ
っ
た
。
人
が
庭
を
造
る

こ
と
の
意
味
が
そ
こ
に
あ
る
よ
う
な
気
が

し
て
色
々
調
べ
て
み
た
。
米
国
ラ
ト
ガ
ー

ズ
大
学
の
五
島
聖
子
氏
が
２
０
１
０
年
に

日
本
庭
園
学
会
誌
で
発
表
し
た
論
文
「
ア

メ
リ
カ
合
衆
国
マ
ン
ザ
ナ
ー
ル
の
日
本
人

強
制
収
容
所
に
造
ら
れ
た
日
本
庭
園
」
に

よ
る
と
、
1
9
4
1
年
12
月
の
真
珠
湾

攻
撃
を
機
に
、
１
９
４
２
年
２
月
ル
ー
ズ

ベ
ル
ト
大
統
領
が
法
案
9
0
6
6
号
を

認
可
し
、
約
12
万
人
の
日
系
人
が
10
カ
所

の
強
制
収
容
所
に
収
容
さ
れ
た
。
そ
の
10

カ
所
す
べ
て
に
日
本
庭
園
は
造
成
さ
れ
て

い
た
。
特
に
多
く
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州

の
日
系
人
は
造
園
業
を
営
ん
で
い
た
こ
と

も
あ
り
、
マ
ン
ザ
ナ
ー
ル
の
収
容
所
で

は
1
9
4
2
年
３
月
か
ら
入
所
が
始
ま

り
、
４
月
に
畑
が
開
墾
さ
れ
灌
漑
用
運
河

が
人
力
で
切
り
開
か
れ
る
と
散
水
が
可
能

と
な
り
、
砂
防
の
た
め
の
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー

プ
計
画
が
立
て
ら
れ
植
樹
や
芝
張
り
が
推

奨
さ
れ
た
。
１
９
４
２
年
夏
ま
で
に
は
住

居
バ
ラ
ッ
ク
の
周
囲
の
庭
工
事
は
ほ
と
ん

ど
完
成
し
、
１
９
４
３
年
に
な
る
と
よ
り

本
格
的
な
日
本
庭
園
を
造
成
す
る
こ
と
が

許
可
さ
れ
た
。
な
ぜ
日
系
人
は
収
容
所
で

日
本
庭
園
を
造
っ
た
の
か
。
日
本
人
で
あ

る
こ
と
自
体
が
罪
と
さ
れ
、
隔
離
さ
れ
た

状
況
の
中
で
、
な
ぜ
日
本
庭
園
で
あ
っ

た
の
か
。
当
時
23
歳
で
あ
っ
た
オ
ガ
ミ
・

ア
ー
サ
ー
氏
の
回
想
に
「
庭
は
我
々
が
こ

こ
に
い
る
証
と
思
い
ま
す
。
苦
し
い
思
い

を
一
掃
す
る
た
め
に
、
何
か
せ
ず
に
は
い

ら
れ
な
か
っ
た
の
で
す
。
庭
は
、
平
和
と

自
由
へ
の
願
い
の
象
徴
で
し
た
」
と
語
っ

て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
人
の
反
日
感
情
が
最

高
潮
に
達
し
た
結
果
の
強
制
収
容
所
だ
っ

た
が
、
そ
れ
を
管
理
す
る
ア
メ
リ
カ
人
た

ち
は
、
日
本
庭
園
に
よ
っ
て
収
容
所
が
美

化
さ
れ
る
こ
と
に
一
種
の
プ
ラ
イ
ド
を
感

じ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
マ
ン
ザ
ナ
ー
ル

を
撮
影
し
た
写
真
家
の
ア
ン
セ
ー
ル
・
ア

ダ
ム
ズ
も
「
遥
か
に
霊
峰
を
の
ぞ
む
砂
漠

の
美
し
さ
が
、
マ
ン
ザ
ナ
ー
ル
の
人
々
に

よ
っ
て
引
き
立
て
ら
れ
た
…
砂
漠
の
不
毛

の
土
地
に
、
畑
と
庭
園
が
生
ま
れ
た
」
と

語
っ
て
い
る
。
１
９
８
５
年
に
国
定
史
跡

と
な
り
現
在
も
発
掘
調
査
が
進
め
ら
れ
て

い
る
が
、
復
元
作
業
に
は
困
難
な
問
題
も

多
い
と
い
う
。
こ
の
論
文
の
筆
者
、
五
島

聖
子
氏
は
こ
う
結
ん
で
い
る
。「
な
ぜ
、

ア
メ
リ
カ
人
が
日
本
人
に
拳
銃
を
向
け
な

が
ら
、
収
容
所
に
造
成
さ
れ
た
日
本
庭
園

に
対
し
て
誇
り
を
感
じ
た
の
か
。
そ
れ
が

解
明
さ
れ
た
と
き
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る

日
本
庭
園
の
一
つ
の
あ
り
方
が
明
ら
か
に

な
る
と
考
え
ら
れ
る
。」

…
解
明
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。
庭
づ
く

り
に
関
わ
る
私
達
に
と
っ
て
原
点
と
も
い

う
べ
き
問
題
で
あ
る
し
、
答
え
も
た
だ
一

つ
と
い
う
わ
け
で
も
な
い
だ
ろ
う
が
、
常

に
心
に
留
め
て
お
か
な
く
て
は
な
ら
な
い

こ
と
だ
と
思
う
。

1

マンザナールストリートの春　1943 年

病院前の日本庭園の流れで遊ぶ子ども

メリット公園と呼ばれていた場所にある大規模な日本
庭園


